
広 報

人　自然　輝きつづける　あい甲賀　甲賀市
Public Information Magazine

ＣＯＮＴＥＮＴＳ
市の財政事情 �  2
受賞おめでとうございます。平成23年秋の叙勲 �  8
年末年始のし尿汲み取り・ごみの収集日程 �  10
元気なまちかど �  16
こうかまちかど特派員のページ �  19
情報のまど �  21
こうかギャラリー �  24 

一斉にスタートするランナーたち（土山マラソン）（関連記事は 17 ページ）

12/1
No.155

平成23年（2011年）



市
の
財
政
状
況

　
市
で
は
、毎
年
の
決
算
の
確
定
に
合
わ
せ
て
収
入
と
支
出
の
状
況
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、

財
政
状
況
を
客
観
的
に
表
す
指
標
な
ど
を
算
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、よ
り
強
固
な
財
政
基

盤
を
整
え
る
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
今
月
号
で
は
、こ
れ
ら
の
指
標
や
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
景
気
低
迷
に
よ
る
財
政
状
況
の
悪
化
を
早
期
に
改

善
す
る
た
め
、市
で
は
、普
通
建
設
事
業
の
優
先
度
を

考
慮
し
た
計
画
的
な
実
施
と
市
債
の
抑
制
、職
員
の
定

員
適
正
化
に
よ
る
人
件
費
の
削
減
や
歳
入
に
見
合
っ

た
歳
出
の
徹
底
に
よ
る
事
務
事
業
の
見
直
し
に
努
め
、

財
政
健
全
化
に
む
け
た
着
実
な
取
り
組
み
を
続
け
て

き
ま
し
た
。

◦
市
債
残
高
を
減
ら
し

　
起
債
許
可
団
体
を
脱
却

　
市
債
は
、道
路
や
学
校
な
ど
の
公
共
施
設
を
整
備
す

る
と
き
の
財
源
の
一
部
と
し
て
発
行
す
る
も
の
で
す
。

　
学
校
施
設
の
耐
震
化・バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な
ど
合
併

前
後
の
大
型
事
業
の
財
源
と
し
て
発
行
し
た
た
め
、市

債
の
残
高
は
平
成
18
年
度
に
は
4
3
9
億
円
ま
で
膨

ら
み
ま
し
た
が
、平
成
19
年
度
以
降
は
、「
返
す
以
上
に

借
り
な
い
」こ
と
を
基
本
に
市
債
の
新
規
発
行
を
抑
制

す
る
と
と
も
に
、将
来
世
代
に
負
担
を
先
送
り
し
な
い

よ
う
繰
上
償
還
を
積
極
的
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、市
債
の
残
高
は
年
々
減
少
し
、平
成
22
年
度

末
の
残
高
は
平
成
18
年
度
末
と
比
べ
約
67
億
円
減
少

し
ま
し
た
。
ま
た
、実
質
公
債
費
比
率
の
低
下
に
よ
り

起
債
許
可
団
体
か
ら
脱
却
し
ま
し
た
。

◦
人
件
費
な
ど
も
削
減

　
人
件
費
は
、職
員
定
数
の
削
減
や
給
与
の
独
自
削
減

な
ど
に
よ
っ
て
、平
成
22
年
度
に
は
61
億
円
と
な
り
、

平
成
18
年
度
の
67
億
円
か
ら
約
６
億
円
の
減
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
普
通
建
設
事
業
費
は
、合
併
直
後
の
平
成
18
年

度
に
は
66
億
円
ま
で
増
加
し
ま
し
た
が
、そ
の
後
は
優

先
度
を
考
慮
し
た
計
画
的
な
実
施
に
よ
っ
て
減
少
し
、

平
成
20
年
度
以
降
は
20
億
円
台
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
物
件
費
や
補
助
費
等
で
は
、行
政
改
革

の
着
実
な
取
り
組
み
に
よ
っ
て
経
常
的
な
経
費
は
減

少
し
て
い
ま
す
。

限
ら
れ
た
財
源
の
重
点
的・戦
略

的
配
分
と
さ
ら
な
る
財
政
健
全

化
に
む
け
た
取
り
組
み

　
財
政
指
標
の
改
善
や
市
債
残
高
の
減
少
な
ど
、取
り

組
み
の
成
果
は
着
実
に
表
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、経
常
収
支
比
率
は
88
．
８
％
と
依
然
と
し

て
高
く
、県
内
平
均
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、市

税
が
伸
び
悩
む
中
で
扶
助
費
は
確
実
に
増
加
し
て
お

り
、財
政
の
硬
直
化
は
今
後
も
大
き
く
改
善
す
る
こ
と

が
見
込
め
ま
せ
ん
。
引
き
続
き
限
ら
れ
た
財
源
の
有

効
活
用
と
財
政
健
全
化
に
む
け
た
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

◦
総
合
計
画
実
現
の
た
め
の

　
重
点
事
業
を
戦
略
的
に
推
進

　
今
年
度
は
、「
甲
賀
市
総
合
計
画
」の
実
現
に
む
け
た

総
合
的
な
施
策
に
つ
い
て
改
め
て
議
論
し
、着
手
し
て

い
く
時
期
を
迎
え
た
と
の
認
識
の
も
と
に
、市
民
ニ
ー

ズ
や
経
済
情
勢
な
ど
を
踏
ま
え
、特
に
優
先
す
べ
き
６

つ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
施
策
を
重
点
施
策
と
し
て
位

置
付
け
、重
点
的
か
つ
戦
略
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

◦
行
財
政
改
革
の
実
行

　
普
通
地
方
交
付
税
の
合
併
特
例
※
が
27
年

度
以
降
の
５
年
間
で
段
階
的
に
終
了
し
、毎

年
約
５
億
円
ず
つ
減
少
す
る
こ
と
が
見
込
ま

れ
ま
す
。
市
民
の
安
心・
安
全
を
守
り
、将
来

へ
の
基
盤
づ
く
り
を
し
っ
か
り
行
い
な
が
ら

財
政
運
営
を
持
続
可
能
な
も
の
と
す
る
た

め
、「
第
２
次
甲
賀
市
行
政
改
革
大
綱
」に
示

し
た
行
財
政
改
革
に
取
り
組
み
、財
政
基
盤

の
強
化
に
努
め
ま
す
。

※
普
通
地
方
交
付
税
の
合
併
特
例

　
合
併
後
で
も
、合
併
が
な
か
っ
た
も
の
と

仮
定
し
、合
併
前
の
旧
町
ご
と
に
算
定
し
た

普
通
交
付
税
の
合
算
額
を
保
障
し
、合
併
に

よ
る
普
通
交
付
税
の
不
利
益
を
被
る
こ
と

が
な
い
よ
う
に
さ
れ
た
制
度
。

◦
歳
入
の
確
保

　
「
税・
料
金
等
収
納
向
上
対
策
強
化
三
箇
年

計
画・
チ
ャ
レ
ン
ジ
25
プ
ラ
ン
」に
基
づ
く
市

税
や
各
種
料
金
の
滞
納
解
消
に
努
め
る
と
と

も
に
、未
利
用
地
の
売
却・
有
効
活
用
な
ど
を

行
い
、財
源
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　市債発行の抑制　
　18年度決算 60億  650万円
　22年度決算 18億6,730万円
　　（▲41億3,920万円・▲68.9％）

　市債の繰上償還　
　（一般・公共下水道・農業集落排水・病院・水道会計）
　262件　36億4,216万円
　19年度　  78件　償還元金額　  4億5,137万円
　20年度　112件　償還元金額　16億8,347万円
　21年度　  57件　償還元金額　13億2,305万円
　22年度　  15件　償還元金額　  1億8,427万円

　経常的な物件費・維持補修費・補助費等の削減　
　（一部事務組合負担金除く）
　18年度決算 79億  999万円
　22年度決算 68億3,732万円（▲10億7,267万円・▲13.6％）

　職員数の削減（全会計）　
　18年4月1日　1,042人
　23年4月1日　　918人（▲124人・▲11.9％）

　給与の独自削減（21年度から継続）　
〈23年度実施内容〉
　特別職等の給料　（市長▲10％、副市長・教育長▲8％）
　管理職手当　（部・次長▲15％、課長・参事▲13％、課長補佐▲10％）

〈削減額〉　21年度　3,859万円　
　　　　　22年度　3,568万円
　　　　　23年度　約2,000万円
　期末勤勉手当の削減（22年度実施）　
　（特別職▲20％、部次長▲16％、課長・課長補佐▲13％、
　 係長・主査▲6％、主事▲0.5％）
　削減額　8,397万円

【
財
政
力
指
数
】 

財
政
力
を
示
す
指
数
で
、数
値
が
高
い

ほ
ど
税
や
負
担
金
、使
用
料
、財
産
収
入
な
ど
、自
主
的

に
収
入
で
き
る
財
源
に
余
裕
が
あ
る
。

【
経
常
収
支
比
率
】 
財
政
の
弾
力
性
を
判
断
す
る
指
標
の

ひ
と
つ
。
数
値
が
高
い
ほ
ど
自
由
に
使
え
る
お
金
が

少
な
く
な
る
。

【
実
質
公
債
費
比
率
】 

借
入
金
の
返
済
額
及
び
こ
れ
に
準

じ
る
額
の
大
き
さ
を
指
標
化
し
、資
金
繰
り
の
程
度
を

示
す
も
の
で
、市
の
収
入
を
借
入
金
の
返
済
に
あ
て
る

割
合
が
小
さ
い
ほ
ど
値
は
小
さ
く
な
り
、健
全
で
あ
る

と
い
え
る
。

【
将
来
負
担
比
率
】 

一
般
会
計
等
の
借
入
金
や
支
払
っ
て

い
く
可
能
性
の
あ
る
負
担
な
ど
の
現
時
点
で
の
残
高

を
指
標
化
し
、将
来
財
政
を
圧
迫
す
る
可
能
性
の
度
合

を
示
す
も
の
で
、借
入
金
残
高
な
ど
の
負
担
が
少
な
い

ほ
ど
数
値
は
小
さ
く
な
り
、健
全
で
あ
る
と
い
え
る
。

【
積
立
金
現
在
高
比
率
】 

標
準
財
政
規
模
※
に
対
す
る

積
立
金
残
高
の
比
率
。
数
値
が
高
い
ほ
ど
緊
急
の
財

政
需
要
に
も
柔
軟
な
対
応
が
可
能
と
な
る
。

　
　
※�

標
準
財
政
規
模：
標
準
的
な
状
態
で
通
常
収
入
さ

れ
る
と
見
込
ま
れ
る
一
般
財
源（
市
民
税
や
地
方

交
付
税
な
ど
使
途
が
限
定
さ
れ
な
い
財
源
）の
規

模
を
示
す
も
の

【
地
方
債
現
在
高
比
率
】 

標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
地

方
債
残
高
の
比
率
。
数
値
が
高
い
ほ
ど
今
後
償
還
す

べ
き
地
方
債
が
多
い
こ
と
を
示
す
。

【
基
金
】 

市
の
預
金
で
、各
年
度
の
財
源
を
調
整
す
る
た

め
の
財
政
調
整
基
金
や
、将
来
の
大
き
な
支
出
に
備
え

て
積
み
立
て
て
い
る
特
定
目
的
基
金
な
ど
が
あ
る
。

【
扶
助
費
】 

生
活
保
護
法
、児
童
福
祉
法
、老
人
福
祉
法
な

ど
に
基
づ
き
援
助
と
し
て
支
払
う
経
費
。

【
公
債
費
】 

地
方
公
共
団
体
が
借
り
入
れ
た
地
方
債
の
元

利
償
還
金

【
普
通
建
設
事
業
費
】 

道
路
、橋
り
ょ
う
、学
校
、公
園
、庁

舎
な
ど
の
社
会
資
本
の
整
備
に
要
す
る
投
資
的
な
経

費
。

【
繰
出
金
】 

公
共
下
水
道
事
業
や
介
護
保
険
な
ど
の
特
別

会
計
が
安
定
し
た
運
営
が
で
き
る
よ
う
に
、一
般
会
計

か
ら
繰
り
出
す
財
源
。

データで見る財政状況の推移
　今回説明する指標や金額は、毎年度総務省が全
国の自治体の財政状況を一律に比較するために調
査する普通会計決算の数値を使っています。

◎財政指標の推移と県内市町平均との比較
財政指標 H18 H19 H20 H21 H22 H22県内市町平均

財政力指数 0.755 0.814 0.839 0.832 0.792 0.772
経常収支比率 （％） 95.9 96.4 95.5 90.9 88.8 85.8
実質公債費比率 （％） 17.4 18.3 18.0 16.8 13.5
将来負担比率 （％） 129.7 126.6 107.5 92.9 74.0
積立金現在高比率 （％） 29.4 33.0 34.7 34.6 40.9 42.3
地方債現在高比率 （％） 209.2 205.4 184.1 168.7 156.0 169.4

◎主な項目の決算額の推移

◎基金残高の推移	 ◎市債残高の推移

H18 H19 H20 H21 H22 H18とH22との比較

歳　
入

市税 128億6,756万円 145億  640万円 143億3,063万円 136億5,848万円 137億7,396万円 9億  640万円増
地方交付税 61億8,574万円 52億5,958万円 56億2,653万円 66億4,364万円 70億4,563万円 8億5,989万円増
市債 60億  650万円 35億8,738万円 24億3,784万円 19億9,645万円 18億6,730万円 41億3,920万円減
歳入規模 373億  699万円 339億  143万円 331億8,193万円 339億9,673万円 348億2,202万円 24億8,497万円減

歳　
　
出

人件費 67億3,108万円 66億2,381万円 64億8,650万円 62億1,363万円 61億4,479万円 5億8,629万円減
扶助費 28億  986万円 28億6,013万円 29億4,414万円 30億1,038万円 42億2,409万円 14億1,423万円増
公債費 42億8,442万円 46億  174万円 51億  856万円 51億4,631万円 47億  328万円 4億1,886万円増
普通建設事業費 66億  797万円 33億1,168万円 22億6,524万円 21億9,851万円 25億5,347万円 40億5,450万円減
繰出金 32億  574万円 33億5,083万円 37億8,430万円 41億4,902万円 45億7,284万円 13億6,710万円増
歳出規模 364億1,358万円 333億5,666万円 324億8,747万円 331億8,992万円 341億3,411万円 22億7,947万円減

財政健全化にむけた
これまでの取り組み

用
語
説
明
※
実
質
公
債
費
比
率
と
将
来
負
担
比
率
に

つ
い
て
は
、広
報
あ
い
こ
う
か
11
月
１
日

号
で
も
詳
し
く
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

16億1,517万円
13億3,735万円11億4,167万円

15億1,076万円 23億174万円

3億8,418万円 3億7,371万円 5億3,693万円 5億3,693万円
5億3,693万円

41億7,994万円

53億1,016万円
61億9,701万円

60億2,170万円

69億1,509万円
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上記の取り組みにより、
◦市債の残高は、平成18年度末 439億円
　　　　　　　⇒平成22年度末 372億円（67億円の減少）
◦実質公債費比率の低下により起債許可団体から脱却

①
人
の
き
ず
な
と

　
元
気
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

②
子
ど
も
が
い
き
い
き
と
育
つ

　
環
境
づ
く
り

③
地
域
の
資
源
を
活
か
し
た

　
元
気
な
産
業
づ
く
り

④
高
速
道
路
等
を
活
か
し
た

　
賑
わ
い
づ
く
り

⑤
安
全・安
心
で
世
代
や
地
域
を

　
越
え
た
活
発
な
交
流
の
あ
る

　
ま
ち
づ
く
り

⑥
み
ん
な
で
支
え
あ
う

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

６つの重点テーマ

22011.12.1平成23年12月1日3 2011.12.1 平成23年12月1日



市
職
員
の
給
与

　
人
数
等
の
状
況

　地方公務員法第58条の2の規定ならびに、甲賀市人事行政の運営等の公表に関する条
例の規定により、平成22年度の市の職員の給与、人数などについてお知らせします。
　なお、この内容のほか、詳細は市ホームページでもご覧いただけます

部門別職員数の増減とその主な理由 （各年4月1日現在）

人件費の状況 （平成22年度普通会計決算）

職員手当の状況 （平成22年度普通会計決算）

職員手当の内容 （平成22年度）

職員の平均給料月額及び平均年齢の状況 （平成23年4月1日現在）

職員給与費の状況 （平成22年度普通会計決算）

（単位：人）
部　　門 平成22年 平成23年 増減 主な増減理由

普
通
会
計

一般行政

議会 6 6 0
総務企画 139 147 8 新組織の設置、組織体制の強化

税務 40 40 0
民生 244 239 －5 業務分担の見直し
衛生 52 44 －8 業務分担の見直し
労働 7 5 －2 業務分担の見直し

農林水産 31 30 －1 業務分担の見直し
商工 15 12 －3 特区推進業務の減少
土木 49 49 0
小計 583 572 －11

特別行政
教育 186 182 －4 業務分担の見直し
消防 0
小計 186 182 －4

公営企業等会計

病院 69 70 1 病院事業、業務の増加
水道 25 25 0

下水道 25 24 －1 業務の減少
その他 37 45 8 事業、業務の増加
小計 156 164 8

合　　計 925 918 －7

年度 歳出額（A） 人件費（B） 人件費率（B ／ A）
H22 341億3,410万8千円 61億4,478万9千円 18.0％

人件費の内訳
一般職員に関する人件費 54億3,825万0千円

市長、副市長、教育長 4,037万5千円
議員に関する人件費 1億6,588万4千円

各種委員に対する報酬 5億28万0千円
合　計 61億4,478万9千円

（注） 対象者は、１部門別職員数の合計のうち普通会計に属する職員です。

扶養手当 住居手当 通勤手当 特勤勤務手当 時間外勤務手当 休日勤務手当 宿日直手当 管理職手当 夜間勤務手当 合計
74,310

千円
20,301

千円
49,444

千円
435

千円
160,744

千円
1,393

千円
5,626

千円
102,193

千円
4

千円
414,450

千円

区　分 甲　賀　市 国

期末・勤勉手当

（支給割合）

甲賀市の制度と同じ

扶養手当

（支給額）

甲賀市の制度と同じ

住居手当
（支給額）

甲賀市の制度と同じ

通勤手当

（支給額）　　公共交通機関利用（最高限度）	 55,000円／月
　　　　　　交通用具使用（月額）

甲賀市の制度と同じ

特殊勤務手当
（平成22年度

普通会計決算）

支給総額 435,000円
職員全体に占める手当支給職員の割合 3.3％

支給職員1人当たり平均支給年額 17,400円
支給した手当の種類（手当数） 1

時間外勤務手当
（普通会計決算）

支給総額（A） 臨時的な時間外手当
(選挙の投開票）(B）

差引通常経費
（A)－（B）＝（C）

対象者数
（D）

職員1人当たり平均
支給年額（C）／（D）

22年度 160,744千円 18,167千円 142,577千円 580 245,822円
21年度 167,607千円 28,806千円 138,801千円 586 236,862円

（注）1　時間外勤務手当の支給対象者は平成22年度普通会計の職員数752人の内、管理職172人を除く580人です。

区分
一般行政職　664名 医療職　31名 技能労務職　58名

平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢
普通会計 312,970円 40歳6月 291,364円 38歳9月 282,412円 52歳2月

給与費

職員数（A）
給　　与　　費 一人当たり給与費

（B ／ A）給料 職員手当 期末・勤勉手当 計（B）

752人
2,725,791千円 414,450千円 895,232千円 4,035,473千円

5,366千円
67.5％ 10.3％ 22.2％ 100.0％

（注） 1　職員手当には退職手当を含みません。
　　 2　対象者は、普通会計に属する職員で年間休業者を除きます。

共済費

職員数（A）

共　　済　　費
一人当たり

共済費
（B ／ A）

地方公務員
共済組合負

担金

公立学校共
済組合負担

金

市町村職員
互助会負担

金

退職手当組
合負担金

地方公務員
災害補償基
金負担金

計（B）

770人 827,504
千円

32,348
千円

10,566
千円

526,742
千円

5,617
千円

1,402,777
千円

1,822
千円

（注） 1　共済費とは一般企業の社会保険料、労働保険料にあたるものです。
　　 2　甲賀市は滋賀県市町村職員退職手当組合に加入し、退職金は退職手当組合から支給しています。
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2

4

5
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その他
支出

人件費
18％

一般職員

市長・副市長
教育長

議員
各種委員

給料
50％

共済費
26％

期末勤勉
手当
16％

手当
8％

期末 勤勉 計
6月期 1.25月分 0.70月分 1.95月分
12月期 1.35月分 0.65月分 2.00月分

計 2.60月分 1.35月分 3.95月分
※職制上の段階、職務の級等による加算措置　有

配偶者 13,000円
扶養親族

（配偶者がない場合の1人目）
6,500円

(11,000円)
満16歳になる年度から

満22歳になる年度末まで 加算 5,000円

	 （月額）
借家・借間（最高限度） 27,000円

距離 金額
2km未満 －

2km以上5km未満 2,000円
5km以上10km未満 4,100円
10km以上15km未満 6,500円
15km以上20km未満 8,900円
20km以上25km未満 11,300円
25km以上30km未満 13,700円
30km以上35km未満 16,100円
35km以上40km未満 18,500円
40km以上45km未満 20,900円
45km以上50km未満 21,800円
50km以上55km未満 22,700円
55km以上60km未満 23,600円

60km以上 24,500円
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職員の初任給の状況 （平成23年4月1日現在）

職員の経験年数別・学歴別平均給料
月額の状況 （平成23年4月1日現在）

国との給料月額の水準比較
（ラスパイレス指数※）の状況 

一般行政職の級別職員数の状況 （平成23年4月1日現在）

公平委員会の報告 

区分
甲賀市 国（Ⅱ種）

決定初任給 採用2年経過日給料月額 決定初任給 採用2年経過日給料月額

一般行政職
大学卒 172,200円 184,200円 172,200円 180,600円
短大卒 149,800円 160,200円 152,800円 160,200円
高校卒 140,100円 148,500円 140,100円 145,900円

区分 経験年数10年 経験年数15年 経験年数20年

一　般
行政職

大学卒 260,437円 299,966円 361,155円
短大卒 228,220円 282,487円 338,266円
高校卒 対象者なし 265,700円 314,225円

（1）勤務条件に関する措置の要求の状況
（2）不利益処分に関する不服申し立ての状況
（3）その他
いずれも平成22年度において要求はありませんでした。

区分 平成22年度
一般行政職 97.0

※国家公務員の給料月額を100とみなした場合の指数

区分 1級 2級 3級 4級 5級
標準的な職務の名称 主事 主事 主査 係長 課長補佐

職員数 66人 101人 191人 123人 103人
構成比 10.0％ 15.2％ 28.8％ 18.5％ 15.5％
区分 6級 7級

計
標準的な職務の名称 課長 次長・部長

職員数 48人 32人 664人
構成比 7.2％ 4.8％ 100.0％

（注）1 甲賀市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
　　2 標準的な職務の名称とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。
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甲賀市独自の削減状況 （平成22年度普通会計の状況）

甲賀市は財政状況が厳しいことから特別職、一般職員の給与について以下のとおり削減しています。
区　分 削減内容 削減額

特別職の給料削減

（月額）

2,248千円

特別職の期末手当の削減 1,319千円

管理職手当の削減

（月額）

13,975千円

職員の期末・勤勉
手当の削減 72,151千円

合　　　計 89,693千円
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問い合わせ

　
11
月
４
日
、第
５
回
市
議
会
臨
時
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
審
議
、可
決
さ

れ
た
主
な
議
案
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◉
予
算
の
議
決

　

平
成
23
年
度
甲
賀
市
一
般
会
計
補

正
予
算（
第
４
号
）

◉
委
員
の
選
任
の
同
意（

敬
称
略
）

　
甲
賀
市
監
査
委
員　
加か

藤と
う　
和か
ず
孝た
か

　
ま
た
、改
選
に
よ
り
正
副
議
長
の
ほ

か
、各
委
員
会
構
成
も
決
ま
り
ま
し

た
。

（
議
席
順・敬
称
略
）

　
正
副
議
長　

　
議　
長　
　
岩
田　
孝
之

　
副
議
長　
　
橋
本　
律
子

　
常
任
委
員
会　

総
務
常
任
員
会

◎
中
西
弥
兵
衞　
　
○
葛
原　
章
年

　
山
岡　
光
広　
　
　
谷
永　
兼
二 

　
辻　
　
重
治　
　
　
白
坂
萬
里
子 

　
石
川
善
太
郎

民
生
常
任
委
員
会

◎
的
場　
計
利　
　
○
小
西
喜
代
次

　
鵜
飼　
　
勲　
　
　
木
村　
泰
男 

　
中
島　
　
茂　
　
　
橋
本　
律
子

文
教
常
任
委
員
会

◎
朏　
　
藤
男　
　
○
田
中　
新
人

　
加
藤　
和
孝　
　
　
野
田　
卓
治 

　
安
井　
直
明　
　
　
今
村　
和
夫 

　
服
部　
治
男

産
業
建
設
常
任
委
員
会

◎
土
山　
定
信　
　
○
橋
本　
恒
典

　
森
嶋　
克
已　
　
　
小
松　
正
人 

　
伴　
　
資
男　
　
　
村
山　
庄
衞

　
議
会
運
営
委
員
会　

◎
服
部　
治
男　
　
○
安
井　
直
明

　
土
山　
定
信　
　
　
的
場　
計
利 

　
朏　
　
藤
男　
　
　
加
藤　
和
孝 

　
中
西
弥
兵
衞　
　
　
石
川
善
太
郎 

　
今
村　
和
夫

　
特
別
委
員
会　

広
報
特
別
委
員
会

◎
谷
永　
兼
二　
　
○
小
西
喜
代
次

　
森
嶋　
克
已　
　
　
橋
本　
恒
典 

　
朏　
　
藤
男　
　
　
白
坂
萬
里
子 

　
今
村　
和
夫　
　
　
橋
本　
律
子

議
会
改
革
特
別
委
員
会

◎
石
川
善
太
郎　
　
○
加
藤　
和
孝

　
的
場　
計
利　
　
　
伴　
　
資
男 

　
村
山　
庄
衞　
　
　
安
井　
直
明 

　
葛
原　
章
年　
　
　
今
村　
和
夫 

　
服
部　
治
男

交
通
対
策
特
別
委
員
会

◎
小
松　
正
人　
　
○
木
村　
泰
男

　
小
西
喜
代
次　
　
　
谷
永　
兼
二 

　
朏　
　
藤
男　
　
　
田
中　
新
人 

　
野
田　
卓
治　
　
　
辻　
　
重
治 

　
中
西
弥
兵
衞

環
境
対
策
特
別
委
員
会

◎
山
岡　
光
広　
　
○
森
嶋　
克
已

　
土
山　
定
信　
　
　
橋
本　
恒
典 

　
鵜
飼　
　
勲　
　
　
白
坂
萬
里
子 

　
中
島　
　
茂　
　
　
橋
本　
律
子

地
域
情
報
化
対
策
特
別
委
員
会

◎
辻　
　
重
治　
　
○
森
嶋　
克
已

　
小
西　
喜
代
次　
　
山
岡　
光
広 

　
土
山　
定
信　
　
　
橋
本　
恒
典 

　
谷
永　
兼
二　
　
　
的
場　
計
利 

　
朏　
　
藤
男　
　
　
鵜
飼　
　
勲 

　
加
藤　
和
孝　
　
　
田
中　
新
人 

　
小
松　
正
人　
　
　
木
村　
泰
男 

　
野
田　
卓
治　
　
　
伴　
　
資
男 

　
村
山　
庄
衞　
　
　
中
西
弥
兵
衞 

　
白
坂
萬
里
子　
　
　
石
川
善
太
郎 

　
安
井　
直
明　
　
　
葛
原　
章
年 

　
今
村　
和
夫　
　
　
中
島　
　
茂 

　
橋
本　
律
子　
　
　
服
部　
治
男

◎
委
員
長
、○
副
委
員
長

　
　
組
合
議
会
議
員　

甲
賀
広
域
行
政
組
合
議
会
議
員

　
野
田　
卓
治　
　
　
伴　
　
資
男 

　
安
井　
直
明　
　
　
葛
原　
章
年 

　
服
部　
治
男

公
立
甲
賀
病
院
組
合
議
会
議
員

　
小
松　
正
人　
　
　
村
山　
庄
衞 

　
中
西
弥
兵
衞　
　
　
石
川
善
太
郎 

　
中
島　
茂

議
長
就
任
あ
い
さ
つ甲

賀
市
議
会
議
長　

岩
田　
孝
之

　
こ
の
度
の
甲
賀
市
議
会
臨
時
会
に
お
き
ま
し

て
、議
員
の
皆
様
方
の
ご
推
挙
に
よ
り
、議
会
議

長
の
重
責
を
預
か
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
も

と
よ
り
浅
学
非
才
の
身
で
あ
り
、そ
の
器
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、与
え
ら
れ
た
職
責
を
全
身
全

霊
で
全
う
し
て
い
く
覚
悟
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、何
卒
格
別
の
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
日
の
地
方
議
会
は
、行
政
の
単
な
る
追
認
機
関
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
厳

し
い
評
価
が
あ
る
一
方
、時
折
首
長
対
議
会
と
い
う
議
論
の
応
酬
も
み
ら
れ

ま
す
が
、地
方
自
治
の
根
幹
で
あ
る
二
元
代
表
性
を
し
っ
か
り
と
踏
ま
え
た

問
題
提
起
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
甲
賀
市
議
会
に
お
き
ま
し
て
は
、議
会
改
革
特
別
委
員
会
の
中
で
、議
会

基
本
条
例
の
制
定
に
向
け
て
大
詰
め
を
迎
え
て
お
り
、先
例
地
に
負
け
な
い

立
派
な
条
例
案
が
で
き
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
甲
賀
市
は
平
成
16
年
に
合
併
を
し
、７
年
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。
合
併

に
よ
る
各
町
の
懸
案
事
項
を
処
理
す
る
中
で
、厳
し
い
財
政
運
営
を
余
儀
な

く
さ
れ
ま
し
た
が
、一
時
の
財
政
危
機
を
脱
し
、夢
や
希
望
を
語
れ
る
甲
賀

市
へ
新
し
い
展
開
を
図
ろ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
今
こ
そ
議
会
と
執
行
部

が
真
摯
に
議
論
を
し
、甲
賀
市
の
進
路
に
誤
り
の
な
い
施
策
に
取
り
組
む
重

要
な
時
期
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

　
今
後
と
も
甲
賀
市
議
会
に
対
し
ま
し
て
、よ
り
一
層
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を

賜
り
ま
す
こ
と
を
お
願
い
申
し
上
げ
、就
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

本来の支給額 削減率 削減後の額
市長 900,000円 10％ 810,000円

副市長 750,000円 8％ 690,000円
教育長 700,000円 8％ 644,000円

支給額の20％削減

職名 本来の支給額 削減率 削減後の額
部長級 80,300円 15％ 68,255円
次長級 71,300円 15％ 60,605円
課長級 62,200円 13％ 54,114円
参事 58,100円 13％ 50,547円

課長補佐 49,100円 10％ 44,190円
＊一般行政職を例にあげています。

職　　名 削減率
部長・次長 16.0％

課長・課長補佐 13.0％
係長・主査 6.0％

主事 0.5％
＊一般行政職を例にあげています。

平成23年

第5回
甲賀市議会

臨時会
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「愛」ある情報基盤整備
～新しい行政情報サービスの提供に向けて～

旭
日
重
光
章

　
岩い
わ
永な
が　
峯み
ね
一い
ち

氏（
信
楽
町
多
羅
尾
）

　
信
楽
町
議
会
議
員
を

４
年
、滋
賀
県
議
会
議
員

を
20
年
、そ
の
間
滋
賀
県

議
会
議
長
を
務
め
ら
れ
、

平
成
８
年
11
月
に
衆
議

院
議
員
に
当
選
。
総
務

大
臣
政
務
官
、農
林
水
産
大
臣
政
務
官
、農
林
水
産

副
大
臣
を
歴
任
後
、平
成
17
年
８
月
、小
泉
内
閣
で

２
度
に
わ
た
り
農
林
水
産
大
臣
を
務
め
ら
れ
ま
し

た
。
景
観
三
法
、琵
琶
湖
富
栄
養
化
防
止
条
例
等

の
法
案
成
立
に
携
わ
れ
、新
名
神
高
速
道
路
設
置
、

野
洲
川
改
修
は
じ
め
市
内
の
事
業
推
進
に
も
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
小
綬
章

　
奥お
く
村む
ら　
源げ
ん
太た

郎ろ
う

氏（
甲
賀
町
鳥
居
野
）

　
県
立
高
校
の
教
諭
と

し
て
、生
徒
の
体
力
づ
く

り
や
、部
活
動
の
活
発
化

に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

赴
任
さ
れ
た
信
楽
、甲

南
、甲
西
の
各
学
校
で
硬

式
野
球
部
を
設
立
、信
楽
、甲
南
高
校
で
は
県
大
会

上
位
進
出
、甲
西
高
校
で
は
夏
の
甲
子
園
大
会
ベ

ス
ト
４
入
り
を
果
た
す
な
ど
の
好
成
績
を
収
め
、

県
内
高
校
野
球
の
技
術
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。
退
職
後
は
旧
甲
賀
町
の
教
育
委
員
会
委
員
長

と
し
て
、教
育
行
政
推
進
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

旭
日
双
光
章

　
大お
お
橋は
し　
淳
じ
ゅ
ん
い
ち一

氏（
水
口
町
本
町
）

　
平
成
12
年
か
ら
水
口

町
商
工
会
の
会
長
に
就

任
、地
域
経
済
の
振
興
や

発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。
平
成
15
年
か
ら
は

滋
賀
県
商
工
会
連
合
会

の
副
会
長
に
就
任
さ
れ
、商
工
会
の
指
導
体
制
の

強
化
、小
規
模
事
業
者
の
育
成
な
ど
に
努
め
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、甲
賀
市
商
工
会
の
誕
生
に
も
貢

献
さ
れ
、初
代
会
長
と
し
て
５
町
の
特
色
を
生
か

し
な
が
ら
時
代
に
即
し
た
運
営
で
、さ
ら
な
る
商

工
会
の
発
展
を
め
ざ
し
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

旭
日
双
光
章

　
山や
ま
村む
ら　
英え
い
二じ

氏（
水
口
町
鹿
深
）

　
昭
和
55
年
に
滋
賀
県

食
肉
生
活
衛
生
同
業
組

合
の
理
事
に
就
任
、平
成

12
年
か
ら
は
理
事
長
と

し
て
生
活
衛
生
関
係
営

業
の
向
上
発
展
と
振
興

に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
平
成
13
年

の
B
S
E
問
題
の
際
に
は
、迅
速
な
対
応
で
早
期

の
消
費
回
復
に
向
け
努
力
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

現
在（
社
）滋
賀
県
食
品
衛
生
協
会
会
長
と
し
て
、

食
品
衛
生
思
想
の
普
及
と
食
品
の
安
全・
安
心
確

保
の
徹
底
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

瑞
宝
双
光
章

　
今い
ま
西に
し　
晃
あ
き
ら

氏（
信
楽
町
長
野
）

　
昭
和
43
年
か
ら
小
学

校
と
高
等
学
校
の
学
校

医
と
し
て
、40
年
以
上
に

わ
た
り
児
童
生
徒
の
健

康
管
理
と
増
進
に
努
め
、

学
校
保
健
衛
生
の
向
上

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。「
元
気
な
子
ど
も
た
ち
の
笑

顔
が
見
ら
れ
る
よ
う
、体
の
続
く
限
り
頑
張
り
た

い
。」と
、現
在
も
現
役
の
学
校
医
と
し
て
、子
ど
も

た
ち
の
健
康
を
守
る
た
め
、生
活
習
慣
の
大
切
さ

に
つ
い
て
指
導
さ
れ
て
い
ま
す
。

瑞
宝
双
光
章

　
髙た
か
橋は
し　
慶み
ち
一か
ず

氏（
土
山
町
南
土
山
）

　
公
立
小
学
校
教
諭
と

し
て
38
年
間
教
育
研
究

の
向
上
に
取
り
組
ま
れ

ま
し
た
。
綾
野
小
、水
口

小
、土
山
小
で
は
校
長
を

歴
任
、特
に
水
口
小
で

は
、体
を
み
が
く
、頭
を
み
が
く
、心
を
み
が
く
、の

「
３
つ
の
み
が
き
」を
提
唱
し
、児
童
の
保
健
衛
生

向
上
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。
退
職
後
は
土
山
町
教

育
委
員
会
教
育
委
員
、土
山
町
議
会
、甲
賀
市
議
会

議
員
を
歴
任
、旧
土
山
町
教
育
行
政
、甲
賀
市
政
推

進
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
単
光
章

　
柏
か
し
わ
瀬せ　
孝こ
う
一い
ち

氏（
水
口
町
秋
葉
）

　
昭
和
56
年
に
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
の
施
設

長
に
就
任
以
来
、居
宅
介

護
支
援
お
よ
び
小
規
模

多
機
能
型
居
宅
介
護
事

業
所
を
開
設
さ
れ
、利
用

者
の
方
が
社
会
と
の
繋
が
り
を
持
つ
こ
と
を
大
切

に
、ま
た
地
域
の
一
員
と
し
て
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、老
人
福
祉
団
体
の
役
員
や
市
の
介
護
認
定

審
査
会
の
委
員
な
ど
も
歴
任
さ
れ
、高
齢
者
福
祉

の
充
実
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

瑞
宝
単
光
章

　
堤つ
つ
み　
孝こ
う
一い
ち

氏（
水
口
町
城
内
）

　
昭
和
42
年
に
消
防
団

員
を
拝
命
さ
れ
て
以
来
、

献
身
的
に
職
務
に
精
励

さ
れ
、ま
た
団
長
に
就
任

後
は
、団
員
の
消
防
技
術

の
向
上
に
努
め
ら
れ
る

と
と
も
に
、現
場
で
の
指
揮
系
統
を
確
立
す
る
な

ど
多
く
の
改
革
を
実
行
さ
れ
、全
て
の
火
災
現
場

で
類
焼
を
食
い
止
め
る
と
い
っ
た
功
績
を
残
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、甲
賀
市
消
防
団
の
誕
生
に
貢
献
、

副
団
長
と
し
て
新
し
い
消
防
団
の
発
展
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
─ 

秋
の
叙
勲
市
内
か
ら
８
名
が
受
賞 

─

　このたび市が行います情報基盤整備では、市内全域に敷設する光ファイバー網を利用
して、ケーブルテレビ放送を行います。このケーブルテレビを活用し、市独自の暮らしに
役立つ、きめ細かな情報サービスを行います。

　今年度は、水口町及び信楽町の全域と土山町の一部で工事を行います。
　工事期間中は、通行等についてご迷惑をお掛けしますが、安全には万全を期します
ので、ご理解とご協力をお願いします。

●工事日程の概要
平成23年12月～平成24年３月

　12月より水口町と信楽町からケーブル
敷設工事を開始します。「工事名及び請負
業者名」が記載された腕章及び写真入の名
札を着用した施工業者が作業を行います。

●工事内容
　光ファイバーケーブルを電柱へ敷設す
る工事を行います。

●施工業者
　�パナソニックシステムソリューション

ズジャパン株式会社

　今回のケーブルテレビでは、地域ごとに広報を行うこ
とができますので、自治振興会や地域からのお知らせ、
催し物の案内などにご利用いただけます。
　同じように、市の広報紙「広報あいこうか」もテレビ画
面でご覧いただけます。過去６か月程度の広報紙をい
つでも見られるようにしておく予定です。
　これらの電子広報紙は、ケーブルテレビのリモコンを
使って、見たい部分を拡大して大きな文字で読むことが
できたり、実際にページをめくっていただくような感覚
でご覧いただけます。

　新しく整備い
たしますケーブ
ルテレビを利用
して、地域や自
治振興会、市か
らの様々な情報
を、動画や静止
画 像 を 活 用 し
て、わかりやす
くお伝えします。これら数多くある情報の中から、利用
される方が必要とする情報へ的確にたどり着けるよう、
すべての情報の入口となる「ポータル（玄関）画面」をご
用意いたします。
　ケーブルテレビでの情報サービスを使用する場合、こ
のポータル画面が最初に表示されます。親しみのある
柔らかなデザインを採用し、テレビと同様にリモコンに
よる簡単な操作で情報サービスをご利用いただけます。
また、ポータル画面には、おすすめ番組やお知らせメッ
セージも表示して、最新の情報をご覧いただけるように
いたします。

情報基盤整備推進室　☎65-0658　 Fax63-4574問い合わせ

電子広報紙 情報の入口になるポータル（玄関）画面

電子広報紙サービス画面

ポータル（玄関）画面

光ファイバーケーブル敷設工事のお知らせ
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年末・年始のし尿くみとり、家庭ごみの収集日程
年末・年始のし尿くみとり及び家庭ごみの収集日は以下のとおりです。

し尿くみとり

家庭ごみ収集

年末粗大ごみ

業者
年末 年始

地域 地区臨時申込期
限日

開始日

㈱水口テクノス
（☎0748-62-1959）

12／15
（木）

1／5
（木）

水口 全域

信楽
長野

北新町　　北出町　　問屋町　　陶生町　　広芝町　　東二本丸町　　上二本丸町
新二本丸町　　みのりが丘町　　大窯町　　福島町　　辻町　　中町　　馬場町　　本町　
中出町　　元町　　末広町　　焼屋町　　旭町　　ハイランド町　　つくしが丘町　　　

江田　　神山　　田代　　畑　

㈱日映日野
（☎0748-53-3941）

12／12
（月）

1／5
（木）

土山 大野学区
甲賀 相模、大原市場を除く大原学区　　油日学区　　佐山学区
甲南 全域

㈱ヒロセ
（☎0748-52-0943）

12／12
（月）

1／4
（水）

土山 鮎河学区　　山内学区　　土山学区
甲賀 相模　　大原市場

信楽
長野 愛宕町　　材木町　　大正町　　新町　　松尾町　　南松尾町　　栄町

小原学区　　多羅尾学区　　雲井学区　　朝宮学区
※臨時し尿くみとりは、直接くみとり業者へ必ず申込期日までに申し込んでください。

●年末

地域 地区（学区）
12／25 12／26 12／27 12／28 12／29 12／30 12／31
日 月 火 水 木 金 土

水口

水口 燃えるごみ 廃プラスチック類 燃えるごみ
岩上 廃プラスチック類 燃えるごみ 燃えるごみ
柏木 廃プラスチック類 燃えるごみ 燃えるごみ
綾野 燃えるごみ 廃プラスチック類 燃えるごみ

貴生川 廃プラスチック類 燃えるごみ 燃えるごみ
伴谷 廃プラスチック類 燃えるごみ 資源ごみ※1 燃えるごみ

土山 全域 燃えるごみ 燃えるごみ 廃プラスチック類

甲賀 全域 廃プラスチック類 燃えるごみ
スプレー缶・

燃えないごみ※2
燃えるごみ

甲南 全域 燃えるごみ
スプレー缶・

燃えないごみ※2
廃プラスチック類 燃えるごみ

信楽

長野・西・江田・神山 燃えるごみ 廃プラスチック類 燃えるごみ
田代・畑 燃えるごみ 燃えるごみ 廃プラスチック類

雲井・小原・朝宮・多羅尾 燃えるごみ
缶・廃食油・びん・

燃えないごみ※2
燃えるごみ 廃プラスチック類

不燃物処理場搬入日 ○ ○ 　○※3
甲賀広域行政組合

衛生センター搬入日
○ ○ ○ ○ ○

●年始　1月1日～ 3日の収集はありません。

地域 地区（学区）
1／ 4 1／ 5 1／ 6 1／ 7
水 木 金 土

水口

水口 資源ごみ※1 燃えるごみ
岩上 資源ごみ※1 燃えるごみ
柏木 燃えるごみ
綾野 燃えるごみ

貴生川 燃えるごみ
伴谷 燃えるごみ

土山 全域 燃えるごみ 廃プラスチック類
甲賀 全域 燃えるごみ※4
甲南 全域 燃えるごみ※4 廃プラスチック類 燃えるごみ

信楽

長野・西・江田・神山 発泡スチロール 廃プラスチック類 燃えるごみ 古紙類・スプレー缶・
蛍光管・乾電池

田代・畑 発泡スチロール 燃えるごみ 廃プラスチック類 古紙類・スプレー缶・
蛍光管・乾電池

雲井・小原・朝宮・多羅尾 燃えるごみ 廃プラスチック類
不燃物処理場搬入日 ○ ○
甲賀広域行政組合

衛生センター搬入日 ○ ○ ○

※1　�びん、缶、スプレー缶、乾電池、蛍光管、ペットボトル、燃えないごみ（埋立・金属・小
型電気製品）、廃食油、発泡スチロール、古紙類

※2　埋立・金属・小型電気製品
※3　臨時開場です。開場時間は9時～ 16時です。
※4　甲南町・甲賀町は年始の収集日が通常と異なりますので、ご注意下さい。

地
域 業者 回収申込

期限日
水
口
・
信
楽
地
域

㈱水口テクノス
（☎0748-62-5311）

12／22
（木）

土
山
地
域

㈱ヒロセ
（☎0748-52-0943）

12／21
（水）

正午まで

甲
賀
・
甲
南
地
域

㈱日映日野
（☎0748-53-3941）

12／12
（月）

※�申込は直接、各地域の指定業者に行
って下さい。

※�年末は非常に混み合います。できる
だけ早い申し込みをお願いします

生活環境課　廃棄物対策係
  ☎65-0690　Fax63-4582問い合わせ

県 民 運 動
年末交通安全

【運動の重点】
①高齢者の交通事故防止
②飲酒運転の根絶
③�夕暮れ時と夜間の交通事故防止
  �（早め点灯４時からライト、ハイビーム切替、
反射材の着用）
④�すべての座席のシートベルトとチャイルド
シートの正しい着用の徹底

●実施期間　12月１日（木）～ 31日（土）

生活環境課
  ☎65-0686　Fax63-4582問い合わせ

「
地
域
産
業
資
源
活
用
事
業
計
画
」に

市
内
事
業
者
１
件
が
認
定

◆
認
定
事
業
者

有
限
会
社　
小
川
亭（
信
楽
町
長
野
）

◆
事
業
名

信
楽
焼
の
技
術
と
窯
元
の
暮
ら
し
を
生
か
し

た
体
験
型
観
光「
創
造
と
癒
し
の
郷
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｇ

Ａ
Ｒ
Ａ
Ｋ
Ｉ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」の
開
発・提
供

　
中
小
企
業
地
域
資
源
活
用
促
進
法
に
基
づ
く「
地
域

産
業
資
源
活
用
事
業
計
画
」に
つ
い
て
、９
月
30
日
付
け

で
、市
内
か
ら
有
限
会
社
小
川
亭
が
国
の
認
定
を
受
け

ま
し
た
。

　
同
社
で
は
、今
後
、利
用
者
の
創
造
力
や
生
活
の
向
上

を
め
ざ
し
た
新
し
い
観
光
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
や
、信

楽
焼
の
窯
出
し
ま
で
で
き
る
本
格
的
な
陶
芸
体
験
の
実

施
な
ど
、信
楽
エ
リ
ア
に
お
け
る
観
光
誘
客
促
進
の
役

割
を
担
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
観
光
戦
略
推
進
室　
観
光
戦
略
推
進
係

　
☎
６
５
‐
０
７
０
８　
Fax
６
３
‐
４
０
８
７

※市内業者及び準市内業者（甲賀市内にある本店、支店又は営業所）の受付は次のとおりです。

建設工事 測量・建設コンサルタント等 役務提供 物品供給等

受付期間
（郵送不可）

平成24年2月3日（金）～
2月7日（火）

平成24年2月1日（水）～
2月2日（木）

平成24年1月19日（木）～
1月24日（火）

平成24年1月19日（木）～
1月24日（火）

受付場所 水口庁舎3階　第2・3会議室

受付時間 9時～11時30分　　13時30分～16時

有効期間 1年間 2年間

※市外業者の受付については提出要項をご覧ください。

平成24年度

競争参加資格審査申請

の受付について

　市が発注する建設工事、測量・建設コンサルタント等、役務
提供及び物品供給等の競争参加資格審査申請の受付を下記の
とおり行います。申請書書式、添付書類等の詳細は、提出要項
（甲賀市ホームページに掲載、または契約検査課、土山地域市
民センター、甲賀大原地域市民センター、甲南第一地域市民セ
ンター、信楽地域市民センターで配布中）をご覧ください。

契約検査課　☎65-0678　 Fax63-4561問い合わせ
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昭
和
23
年（
１
９
４
８
年
）に

世
界
人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ
た

の
を
記
念
に
、毎
年
12
月
10
日
を

「
人
権
デ
ー
」と
定
め
、こ
の
日
を

最
終
日
と
す
る
１
週
間
を「
人
権

週
間
」と
し
て
、人
権
尊
重
思
想

の
普
及
高
揚
の
た
め
の
啓
発
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
期
間
中
、市
内
で
も
人
権
擁
護

委
員
の
皆
さ
ん
に
よ
る
特
設
人

権
相
談
、街
頭
啓
発
、巡
回
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
こ
の
機
会
に
人
権

に
つ
い
て
家
庭
で
、職
場
で
、地

域
で
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

人
権
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い

て
相
談
の
あ
る
方
は
、お
近
く
の

人
権
擁
護
委
員・
法
務
局・
市
役

所
人
権
推
進
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
の
人
権
擁
護
委
員（
敬
称
略
）

西に
し
村む
ら　
泰や
す
雄お（
水
口
町
新
城
）

池い
け
田だ　
仁ひ
と
美み（
水
口
町
下
山
）

森も
り
村む
ら
シ
ズ
子こ（
水
口
町
中
邸
）

田た

中な
か
美み

よ

こ
代
子（
水
口
町
宇
川
）

竹た
け
﨑ざ
き　
文ふ
み
雄お（
水
口
町
泉
）

市い
ち
井い　
幸ゆ
き
夫お（
土
山
町
大
野
）

前ま
え
田だ

喜き

し

え
志
江（
土
山
町
北
土
山
）

片か
た
山や
ま　
澄す
み
子こ（
土
山
町
笹
路
）

中な
か
本も
と
た
み
子こ（
甲
賀
町
神
）

一い
ち
宮み
や　
祥し
ょ
う
こ子（
甲
賀
町
小
佐
治
）

冨と
み
山や
ま　
朝と
も
司じ（
甲
賀
町
油
日
）

田た

中な
か　
義よ
し
人ひ
と（
甲
南
町
野
川
）

伊い

室む
ろ　
信の
ぶ
子こ（
甲
南
町
寺
庄
）

木き

村む
ら　
　
功い
さ
お（
甲
南
町
野
田
）

中な
か

島じ
ま　

清き
よ

美み（
信
楽
町
柞
原
）

豊と
よ
田だ

い
づ
み（
信
楽
町
江
田
）

黄き

瀬せ　
忠た
だ
幸ゆ
き（
信
楽
町
宮
町
）

　

最
近
市
内
各
所
で
悪
質
な
落

書
き
が
続
け
て
起
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
一
連
の
落
書
き
は
人
権
侵

害
で
あ
り
、名
誉
毀
損
や
器
物
損

壊
等
に
該
当
し
ま
す
。

　

も
し
、悪
質
な
落
書
き
を
発

見・
目
撃
さ
れ
た
場
合
は
速
や
か

に
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

み
ん
な
で
築
こ
う
　
人
権
の
世
紀

～
考
え
よ
う
　
相
手
の
気
持
ち
　
育
て
よ
う
　
思
い
や
り
の
心
～

12
月
４
日
～
10
日　
第
63
回　
人
権
週
間

問
い
合
わ
せ

　
人
権
推
進
課　
人
権
政
策
係

　
　
　
　
☎
６
５
‐
０
６
９
４

　
　
　
　
Fax
６
３
‐
４
５
８
２

　人権擁護委員の市
いち

井
い

幸
ゆき

夫
お

氏が、法務大臣表彰を受賞
されました。
　市井氏は、平成13年４月
から人権擁護委員として活

躍、現在は甲賀人権擁護委員協議会会長として
ご活躍いただいています。
　今後ともこれまで同様、市民の人権を擁護す
るため、ますますのご尽力をよろしくお願いし
ます。

法務大臣表彰を受賞

人権擁護委員
市井　幸夫氏（土山町大野）

12月請求分より水道料金を改定しました
　８月1日号でお知らせしましたとおり、12月請求分（10月～ 11月使用分）より平均６・
５％の水道料金の改定を実施します。
　将来にわたり安全で安定した水道水を供給するため、必要最小限の料金の引き上げを行
ないます。
なお、今回の改定は水道料金のみで、下水道料金はこれまでどおりです。

◎水道料金表（税込）
改定料金

メーター
口径

及び用途

基本料金
（2か月あたり）

超過料金
（2か月あたり

1㎥につき）水量 料金（円）
13㎜ 20㎥

まで
2,709 ◦20㎥以下の水量

178.5円
◦20㎥を超え、
　40㎥以下の水量

199.5円
◦40㎥を超え、
　100㎥以下の水量

225.75円
◦100㎥を超え、
　200㎥以下の水量

246.75円
◦200㎥を
　超える水量

267.75円

20㎜ 6,657
25㎜ 10,374
30㎜ 14,826
40㎜ 27,174
50㎜ 42,000
75㎜ 93,912
100㎜ 165,585
150㎜ 375,690
200㎜ 657,468
公共用

（非住宅用）
10㎥
まで 1,354

臨時用 該当口径
の2倍 267.75円

料金計算例　メーター口径13mm(円）
使用
水量 新料金 改定前

料金
引き上
げ額

20㎥ 2,709 2,541 168
30㎥ 4,494 4,221 273
40㎥ 6,279 5,901 378
50㎥ 8,274 7,791 483
60㎥ 10,269 9,681 588
70㎥ 12,526 11,781 745
80㎥ 14,784 13,881 903
90㎥ 17,041 15,981 1,060
100㎥ 19,299 18,081 1,218

上水道業務課
☎86-8014　Fax86-8032

問い合わせ 上水道工務課
☎86-8016　Fax86-8032

問い合わせ

　
冬
季
間
に
水
道
管
が
凍
結
す
る
と
水
が
使
え
な
い
場
合
や
、水
道
管
が
破

損
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
水
道
配
管
は
原
則
と
し
て
土
の
中
に
埋
設
す

る
こ
と
と
し
、や
む
を
得
な
い
場
合
は
保
温
材（
布
や
フ
ェ
ル
ト
等
）で
適
切

な
防
寒
処
置
を
講
じ
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、水
道
管
が
凍
結
し
た
と
き
は
、直
接
火
で
暖
め
る
こ
と
は
火
災
や

水
道
管
を
破
損
す
る
危
険
が
あ
る
の
で
絶
対
に
避
け
て
く
だ
さ
い
。
お
湯

で
温
め
る
と
き
は
凍
結
し
た
管
の
外
側
を
布
等
で
覆
い
ゆ
っ
く
り
と
お
湯

を
注
ぎ
ま
し
ょ
う
。
急
激
に
熱
湯
を
か
け
る
と
給
水
用
具
を
破
損
さ
せ
る

こ
と
が
あ
る
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
も
し
、宅
内
配
管
が
破
損
し
た
と
き
は
、元
栓（
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の

バ
ル
ブ
）を
閉
め
て
、す
ぐ
に
甲
賀
市
指
定
給
水
装
置
工
事
業
者
に
修
理
を

依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

冬季の水道管の
凍結に注意

　家畜伝染予防法が今年４月に改正されました。
この改正に伴い、家畜の所有者に最低限守ってい
ただくべき飼養衛生管理の基本となる事項をとり
まとめた「飼養衛生管理基準」が見直され10月１
日から施行されました。対象となる家畜の所有者
は、小規模であっても「飼養衛生管理基準」を遵守
する必要があります。
　これにより、報告対象家畜(右表)を、１頭（羽）以
上飼育するかたは、毎年、飼育している家畜の種類
および頭羽数等について県知事へ報告する義務が
生じました。
　平成23年度については10月１日現在の状況を
最終12月15日までに報告することが必要ですの

で、下表の家畜を飼育されている方は農業振興課
農産係までお問合せ下さい。
　※「飼養衛生管理基準」・「報告様式」については市ＨＰ
に掲載しておりますのでご参照ください。

家畜（牛、豚、鶏など）の
小規模飼養者の皆さんへ

家畜伝染
予防法改正

〈報告対象家畜〉
牛・水牛・馬・鹿・めん羊・山羊・豚・いのしし・
鶏・あひる・うずら・きじ・ほろほろ鳥・七面
鳥・だちょう以上15種類の家畜を１頭（羽）以
上飼育する者

農業振興課　農産係
  ☎65-0712　Fax63-4592問い合わせ

　
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品（
後
発

医
薬
品
）と
は
、こ
れ
ま
で
効
き
目

や
安
全
性
が
実
証
さ
れ
て
き
た
薬

（
先
発
医
薬
品
）と
同
等
の
効
果
を

持
つ
と
国
が
認
め
た
薬
で
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
先
発
医

薬
品
に
比
べ
、費
用
が
安
く
済
み

ま
す
。

　
そ
こ
で
、甲
賀
市
国
民
健
康
保

険
は
ご
加
入
の
被
保
険
者
の
方
の

参
考
の
た
め
、み
な
さ
ん
が
現
在

医
療
機
関
か
ら
受
給
さ
れ
る
薬
と

比
べ
、ど
れ
く
ら
い
費
用
が
安
く

な
る
の
か
を
比
較
し
た
お
知
ら
せ

（
差
額
通
知
）を
送
付
し
ま
す
。

　

通
知
を
参
考
の
上
、ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
の
利
用
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、受
診
さ
れ
て
い
る
医

療
機
関
へ
申
し
出
る
こ
と
で
、そ

の
利
用
に
つ
い
て
相
談
に
の
っ
て

も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、希
望
す
る
が
自
分
で
は
伝
え

に
く
い
と
い
う
方
は「
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
お
願
い
カ
ー
ド
」

を
提
示
さ
れ
る
こ
と
で
利
用
希
望

の
意
思
表
示
を
し
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。（「
お
願
い
カ
ー
ド
」は
保
険

年
金
課・
旧
支
所
の
地
域
市
民
セ

ン
タ
ー
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。）

　
医
療
費
の
効
果
的
な
利
用
の
た

め
に
も
、差
額
通
知
が
届
い
た
ら
、

必
ず
内
容
を
ご
確
認
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

国民健康保険加入の皆さんへ
ジェネリック医薬品の差額通知を
送付します

問
い
合
わ
せ

　
市
民
環
境
部
保
険
年
金
課

　
　
　
　
☎
６
５
‐
０
７
１
２

　
　
　
　
Fax
６
３
‐
４
５
９
２

　国民宿舎かもしか荘は、建築
後42年を経過し、老朽化によ
り、この度建て替え工事のた
め、かもしか温泉を含め11月末
をもって、一時、閉館すること
となりました。
　リニューアルオープンは、平
成25年度中を予定しています。
　長年のご利用に感謝すると
ともに、新しい施設についても
ご愛顧賜りますようお願いし
ます。

リニューアルによる
閉館のお知らせ

観光戦略推進室　
観光戦略推進係
☎65-0708　Fax63-4087

問い合わせ

国民宿舎かもしか荘
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土山学区自治振興会
　みんなが住み続けたいと願うまちづくりをめざして、
５月 31日土山学区自治振興会が設立されました。
　同振興会は、設立までに市のモデル事業補助金を活用
され、先進地研修や事業計画の策定などを準備委員会で
取り組みながら、設立が進められました。
　また、地域課題の解決に向け、教育・文化・人権部会
や安心・安全・環境部会など５つの部会が組織されまし
た。
　特に、同振興会には、地区内の各種団体が参画される
など、横のつながりを大切にした地域づくりに期待が集
まっています。

土山学区自治振興会
北
きた
川
がわ
洋
よう
一
いち
郎
ろう
会長に聞きました。

── �自治振興会設立に至った経過や
ご苦労されたことをお聞かせください

　平成 22年度に市より提案を受けた区長会が中心とな
り、「まずは組織の立ち上げを」ということで、設立の
準備を進めていただきました。その間、タウンミーティ
ングや各自治会単位での出前講座を通じて、住民のみな
さんに自治振興会の周知が行なわれました。同時に設立
準備委員会が 12月５日に立上げられ、先進地視察や規
約等の作成に役員のみなさんにご尽力いただきました。
３回の準備委員会、幹事会を経て、本年５月 31日に土
山学区自治振興会設立総会を開催、互選により会長職を
お受けすることになり、当自治振興会が始動しました。

── �すでに事業も実施されているということですが

　事業は５つの部会が中心となって進めています。これ
までに家庭菜園を行なわれている方を対象にした鳥獣害
対策の出前講座や、10月２日には学区民が実行委員会
の中心となり「あいの土山宿場まつり」を実施しました。
また、学区民の皆さんのまちづくりに対する意見を取り
まとめるため、16歳以上の方全員にアンケートを実施、
結果を今後の自治振興会活動に役立てていきます。
　さらに今後は、各区の自主防災組織を早期に結成して
もらうため、学区内の先駆組織である「あずま自主防災
会」による指導、助言をはじめ、２月には体育協会との
協働事業のスキー教室、３月はグラウンドゴルフ大会な
どのイベントを実施する予定です。

── �土山学区自治振興会のＰＲをどうぞ

　自治振興会を設立して半年が経ちました。他地域に遅
れをとることないよう、まずは組織立ち上げに重点を置
いて進めてきました。今後は学区民の皆さんに土山学区
自治振興会を認知いただくための活動に重点をおき、皆
さんの知恵をお借りしながら進めていきたいと考えてお
ります。
　みなさんのご支援とご指導をお願いします。

横のつながりを大切にした地域づくりに期待

　
11
月
12
日（
土
）甲
南
中
部
小
学
校

で
、全
校
児
童
と
地
域
の
方
た
ち
と

の
交
流
を
目
的
と
し
た「
中
部
っ
子

ま
つ
り
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
体
育
館
で
は
児
童
の
音
楽
発

表
、教
室
で
は
生
活
科
や
総
合
的
な

学
習
で
学
ん
だ
成
果
の
発
表
が
あ
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、子
ど
も
た
ち
が
学
校
の
農

園
で
収
穫
し
た
さ
つ
ま
い
も
を
使
っ

て
学
区
民
会
議
の
方
々
が
ス
イ
ー
ト

ポ
テ
ト
作
り
を
さ
れ
、み
ん
な
で
秋

の
実
り
に
感
謝
し
た
り
、地
域
の
皆

さ
ん
に
よ
る
ハ
ン
ド
ベ
ル
の
演
奏
が

あ
っ
た
り
と
、子
ど
も
た
ち
の
心
に

残
る
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
柏
木
公
民

館
で
10
月
30

日（
日
）、柏

木
地
区
文
化

祭
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日

は
、カ
ラ
オ

ケ
、お
茶
席
、

フ
ル
ー
ト
演

奏
、チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
や
柏
木
地
区
商
工
会

に
よ
る
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
等
、会
場

は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、館
内
で
は
絵
画
や
書
な
ど

の
作
品
が
展
示
さ
れ
、７
月
に
開
催

さ
れ
た
県
消
防
操
法
訓
練
大
会
で
優

勝
さ
れ
た
地
元
消
防
団（
水
口
方
面

隊
第
３
分
団
）の
優
勝
旗
も
飾
ら
れ

ま
し
た
。

　
他
に
も
、健
康
推
進
員
さ
ん
に
よ

る
減
塩
み
そ
汁
や
、昔
か
ら
地
域
の

祝
い
事
に
用
い
ら
れ
る“
く
る
み
餅
”

も
振
舞
わ
れ
、地
域
の
人
々
の
手
に

よ
っ
て
、地
域
の
良
さ
を
活
か
し
た

文
化
祭
と
な
り
ま
し
た
。

　
11
月
上
旬
に
甲
賀
地
域
の
神
区
に

赤
や
白・
ピ

ン
ク
一
面
の

コ
ス
モ
ス
畑

が
出
現
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、

「
か
む
ら
水み

土ど

里り

守
り

隊
」が
３
ヘ

ク
タ
ー
ル
の

水
田
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
子
ど
も
た

ち
と
７
月
に
植
え
た
も
の
で
、３
回

の
草
刈
な
ど
を
経
て
今
年
も
鮮
や
か

に
咲
き
、道
行
く
人
を
楽
し
ま
せ
ま

し
た
。

　
か
む
ら
水
土
里
守
り
隊
で
は
、４

年
前
か
ら
美
し
い
風
景
を
つ
く
り
、

区
民
や
道
行
く
人
を
和
ま
せ
よ
う
と

コ
ス
モ
ス
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
今
年
は
子
ど
も
た
ち
が
夏

休
み
に
看
板
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
こ
の
一
面
の
風
景
を
楽
し
み
に
し

て
い
る
人
も
多
く
、地
元
の
保
育
園

児
が
遠
足
で
訪
れ
た
り
、遠
く
は
神

戸
や
姫
路
か
ら
見
に
来
ら
れ
た
方
も

あ
り
ま
し
た
。

　
信
楽
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
の
玄
関

ス
ペ
ー
ス
で「
菊
花
展
」を
開
催
し
ま

し
た
。
展
示
は
長
野
区
園
芸
ク
ラ
ブ

の
皆
さ
ん
が
11
月
１
日
早
朝
よ
り
設

置
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

長
野
区
園
芸
ク
ラ
ブ
は
、20
名
の

皆
さ
ん
が
代
表
奥お

く
田だ

幸ゆ
き
正ま
さ
さ
ん
の
指

導
の
も
と
園
芸
を
楽
し
ま
れ
て
い
ま

す
。

　
展
示
さ
れ
た
菊
は
皆
さ
ん
が
自
宅

で
大
切
に
栽
培
さ
れ
た
も
の
で
、色

鮮
や
か
な
大
輪
の
菊
の
花
は
見
事

で
、来
庁
者
や
観
光
客
な
ど
た
く
さ

ん
の
方
々
に
ご
鑑
賞
い
た
だ
き
ま
し

た
。
長
野
区
園
芸
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

甲
南
中
部
小
学
校
児
童
が

地
域
の
人
た
ち
と
交
流

甲
南
中
部
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

柏
木
地
区
文
化
祭

～
人
あ
る
と
こ
ろ
に
文
化
あ
り
～

柏
木
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

道
行
く
人
を

楽
し
ま
せ
る
コ
ス
モ
ス

甲
賀
大
原
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

第
６
回「
菊
花
展
」

信
楽
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

地域コミュニティ推進室
  ☎65-0687　Fax63-4554問い合わせ

自治振興会は、12月１日現在、市の提案 23地区の内、
21地区で設立されています

　

市
内
に
３
つ
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
と

土
山
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
、甲
南
パ
ー
キ
ン
グ

エ
リ
ア
を
有
す
る
恵
ま
れ
た
地
域
資
源
で

あ
る
新
名
神
高
速
道
路（
以
下「
新
名
神
」）

の
活
用
を
戦
略
的
な
政
策
展
開
に
結
び
つ

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、新
名
神
の
活
用
を
機
軸
に
据
え

た
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
た
め

の「
甲
賀
市
新
名
神
高
速
道
路
活
用
戦
略

（
案
）」を
策
定
し
ま
し
た
の
で
、そ
の
内
容

を
公
表
し
、広
く
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
意

見
を
募
集
し
ま
す
。

♣
募
集
期
間

　
12
月
5
日（
月
）〜
1
月
9
日（
月
）

　
の
36
日
間

♣
公
表
方
法

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
、政
策
推
進
室
、

旧
支
所
の
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
で
の
閲
覧

♣
意
見
を
提
出
出
来
る
方

　
市
内
に
在
住・在
勤・在
学
の
方

♣
意
見
の
提
出
方
法

　

住
所
、氏
名
、電
話
番
号（
市
外
在
住
で
市

内
勤
務
の
方
は
勤
務
先
、市
内
在
学
の
方
は

学
校
名
）、意
見
の
あ
る
ペ
ー
ジ
番
号
な
ど
を

明
記
の
う
え
、郵
送
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー

ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

甲
賀
市
新
名
神
高
速
道
路

活
用
戦
略（
案
）意
見
募
集

提
出
先・問
い
合
わ
せ

政
策
推
進
室　
政
策
推
進
担
当

〒
５
２
８
‐
８
５
０
２

水
口
町
水
口
６
０
５
３
番
地

☎
６
５
‐
０
６
７
０

Fax
６
３
‐
４
５
５
４

Eメールkoka211000@
city.koka.lg.jp
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　県サッカー協会審判委員の葛原健人さんは現在高校３年
生。この夏開催された全日本少年サッカー大会に県代表審
判員として参加。予選での審判成績上位に出場資格が与え
られる決勝戦では主審に抜擢されました。その時の様子や
将来の夢などをご本人に伺いました。
◦全国大会決勝の主審を終えられた感想は
―�スタンドには3,000人弱の観客が詰め掛け、テレビ中継

もあり注目の一戦だったので、ミスは許されないと感じ
ていましたが、冷静に迷うことなく審判することが出来
ました
◦審判員資格を取得するきっかけは何だったのですか
―�中学２年生のときに膝に大ケガを負ってしまい、選手を

続けることが出来なくなりました。サッカーに関わり続
けたい想いと父の薦めもあって審判員の道を選択しまし
た。
◦審判員をやっていて楽しいところは何ですか
―�自分でゲームをコントロールできるところが一番面白い

と感じています。
◦審判員をされていてケガの影響はないのですか
―�現在影響はありません。試合中常に走り回るので、毎日

５ｋｍのランニングを欠かさず行い体力が落ちないよう
心がけています。
◦将来の夢や目標を聞かせてください
―�高校卒業後はスポーツ専門学校へ進学し、審判員を続け

るつもりです。現在は３級審判員の資格を持っています
が、今 後 上
級資格を取
得 し、い つ
か国際試合
の主審を務
めてみたい
です。

サッカー選手から審判員へ
ケガを克服し、

全国大会決勝の大舞台に立つ

信楽町長野

葛
く ず

原
は ら

　健
け ん

人
と

さん
57

　
25
回
を
数
え
る「
あ
い
の
土
山
マ
ラ
ソ
ン
」が
11
月
６
日
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
昨
年
は
台
風
接
近
に
よ
り
中
止
と
な
っ
た
た
め
、２
年
ぶ
り
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
が
、気
温
20
℃
と
例
年
よ
り
暖
か
い
気
温
の
中
、全
国
各
地

か
ら
集
ま
っ
た
２
，
5
6
8
人
の

ラ
ン
ナ
ー
は
、沿
道
の
声
援
を
受

け
な
が
ら
秋
の
土
山
路
を
力
走
し

ま
し
た
。

　
ま
た
、今
回
メ
キ
シ
コ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
銀
メ
ダ
リ
ス
ト
の
君き
み
原は
ら
健け
ん

二じ

さ
ん
が
ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
と
し

て
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
の
部
で
出
場

さ
れ
、大
会
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

　
油
日
小
学
校
に
芸
術
団
体「
ミ
ク
ル
☆
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
」が
来
校
、ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
公
演
が
行
な
わ
れ
、

全
校
児
童
、保
護
者
ら
が
鑑
賞
し
ま
し
た
。

　
こ
の
公
演
は
、文
化
庁
主
催
の「
次
代
を
担
う
子
ど

も
の
芸
術
体
験
事
業
」と
し
て
全
国
で
巡
回
さ
れ
て

お
り
、甲
賀
市
で
は
同
校
で
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、い
じ
め
問
題
を
通
し
て
、人
と
人
と
が

支
え
あ
う
こ
と
の
喜
び
を
テ
ー
マ
と
す
る「
メ
ッ
セ

ン
ジ
ャ
ー
」が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、公
演
に
先
立
ち
事
前
に
６
年
生
が
劇
団
員

と
タ
イ
ト
ル
曲「
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
」の
歌
と
踊
り
の

指
導
を
受
け
て
お
り
、こ
の
日
の
カ
ー
テ
ン
コ
ー
ル

で
、ス
テ
ー
ジ
に
登
場
し
ま
し
た
。

　
児
童
た
ち
は
、大
き
な
声
と
息
の
あ
っ
た
振
り
付

け
で
、積
み
重
ね
て
き
た
練
習
の
成
果
を
披
露
、場
内

か
ら
大
き
な
拍
手
と
歓
声
が
沸
き
起
こ
り
、文
字
通

り
の
本
物
の
芸
術
体
験
に
皆
満
足
そ
う
で
し
た
。

２
，５
６
８
人
が
健
脚
競
う

本
物
の
舞
台
芸
術
を
体
験

たぬき休むでぇ〜
▲力走するランナー

　市内の保育園・幼稚園・小学校・中学校・高校の園児・児
童・生徒の美術作品を展示する「甲賀市青少年美術展」が
11月11日から13日まで、碧水ホールで開かれました。
　会場には、子どもたちが日頃授業やクラブ活動などで
造られた立体・絵画・書写作品632点が展示され、訪れた
人々は、趣向を凝らした作品や本格的な作品に見入って
いました。
　子どもたちの創造力の豊かさに触れることのできる、
芸術の秋に
ふさわしい
展覧会とな
りました。

　豊臣秀吉
の家臣中村
一氏が築城
した水口岡
山城跡や城
下町跡を訪
ね、城 と 城
下町が一体
となった水
口の魅力を
知ってもらおうと、県・市教育委員会共催の現地見学会が
11月12日行なわれ、市内外から歴史ファン60名が参加し
ました。
　古城山山頂の水口岡山城跡では、廃城後わずかに残った

「大石垣」や、敵の侵入を防ぐために造られたとされる水の
ない「堀切」などが職員から紹介され、参加者は興味深く見
入っていました。
　古城山下山後は水口ボランティアガイドの方の説明を
受け、城下の水口宿に関連する史跡を巡りました。
　参加した郷土史研究家の男性は、「以前から興味があっ
た水口岡山城跡や城下町の佇まいを見ることができ勉強
になりました。」と感想を語っていました。

個性あふれる力作
　　　632点が集まる

水口岡山城と城下町をめぐる年
に
一
度
の
休
暇
を
満
喫

油日小学校第25回あいの土山マラソン2011

甲賀市青少年美術展

▶
園
児
が
作
っ
た
マ
ス
ク
を
付
け
休
む

　
た
ぬ
き
の
置
物

▲城跡で説明を聞く参加者

▲個性的な作品が並んだ会場

▲�カーテンコールで舞台に上がる児童

▲�全国少年サッカー大会決勝戦のピッチに立つ
葛原さん（左から４人目）

城跡や城下町を探訪 
～まるごと水口城

　
信
楽
焼
き
の
た
ぬ
き
と
い
え
ば
、店
先
や

玄
関
先
で
愛
く
る
し
い
顔
で
、訪
れ
た
人
た

ち
を
癒
し
て
く
れ
て
い
ま
す
が
、毎
日
が
ん

ば
っ
て
い
る
た
ぬ
き
を
休
ま
せ
よ
う
と
す

る
イ
ベ
ン
ト「
た
ぬ
き
休
む
で
ぇ
〜
」が
今

年
も
11
月
５
日
〜
８
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
期
間
中
ま
ち
な
か
の
た
ぬ
き
た
ち
は
、お

風
呂
に
入
っ
た
り
、市
内
の
保
育
園・
幼
稚

園
の
園
児
に
作
っ
て
も
ら
っ
た
ア
イ
マ
ス

ク
を
付
け
、ぐ
っ
す
り
と
就
寝
す
る
な
ど
し

て
休
日
を
満
喫
し
ま
し
た
。
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となりまちいこ かめやま

うか

が

情報交流ひろば

伊賀のくみひも� 伊賀市 亀山みそ焼きうどん� 亀山市

伝統の技を活かしたストラップや
キーホルダー（上）と、帯締などの
和装小物（下）

VOL.11

〜食欲をそそる香ばしいピリカラ味〜〜繊細で色あせない魅力〜

　

古
く
か
ら
交
通
の
要
衝
と
し

て
栄
え
て
き
た
亀
山
市
。「
み
そ

焼
き
う
ど
ん
」は
、国
道
を
行
き

交
う
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
手
の
お

腹
を
満
た
そ
う
と
、あ
る
店
が
考

え
た
の
が
始
ま
り
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

秘
伝
の
赤
み
そ
ダ
レ
に
、豚

肉
、キ
ャ
ベ
ツ
、う
ど
ん
を
入
れ
た

ご
当
地
グ
ル
メ
で
、各
家
庭
で
も

愛
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
近
年
、ま

ち
お
こ
し
市
民
グ
ル
ー
プ「
亀
山

み
そ
焼
き
う
ど
ん
本
舗
」の
活
動

に
よ
り
知
名
度
も
ぐ
ん
ぐ
ん
上

昇
。
市
内
約
30
店
舗
で
独
自
の

味
を
楽
し
め
ま
す
。

　
11
月
に
開
催
さ
れ
た「
第
6
回

B
級
ご
当
地
グ
ル
メ
の
祭
典
！

B

－

１
グ
ラ
ン
プ
リ
in
姫
路
」に

出
展
し
、全
国
に
広
が
り
を
見
せ

る「
亀
山
み
そ
焼
き
う
ど
ん
」。

食
べ
歩
き
マ
ッ
プ
を
片
手
に
、味

く
ら
べ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

伊
賀
く
み
ひ
も
の
始
ま
り
は

古
く
、奈
良
時
代
以
前
に
ま
で
さ

か
の
ぼ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

古
く
は
仏
具
や
神
具
、甲
冑
や
刀

剣
な
ど
の
武
具
に
使
わ
れ
て
い

た
く
み
ひ
も
が
伊
賀
で
本
格
的

に
発
展
し
た
の
は
明
治
中
期
で

す
。
伝
統
的
な
組
台
で
、絹
糸・

生
糸・金
銀
糸
を
使
用
し
て
作
る

く
み
ひ
も
は
美
し
く
、最
近
で
は

伝
統
の
技
を
活
か
し
た
ス
ト
ラ

ッ
プ
や
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
、ア
ク
セ

サ
リ
ー
な
ど
、現
代
雑
貨
も
作
ら

れ
て
い
ま
す
。
帯
締
な
ど
の
和

装
小
物
を
は
じ
め
、古
く
か
ら
親

し
ま
れ
て
き
た
伊
賀
く
み
ひ
も

は
、昭
和
51
年
に
経
済
産
業
大
臣

が
定
め
る「
伝
統
的
工
芸
品
」に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

商
工
労
働
観
光
課

☎
０
５
９
５-

４
３-

２
３
０
９

問
い
合
わ
せ

亀
山
み
そ
焼
き
う
ど
ん
本
舗

☎
０
９
０-

８
５
５
０-

８
３
１
８

�http://kirakam
e.sakura.

ne.jp/m
isoyaki/

※�

食
べ
歩
き
マ
ッ
プ
を
ダ
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や
き
も
の
の
町
・
信
楽
の
日
常
の
中
の

非
日
常
を
感
じ
に
…
「
ぶ
ら
り
窯
元
め
ぐ
り
」

松
まつ

田
だ

　晃
てる

余
よ

少
し
ず
つ
秋
の
深
ま
り
を
み
せ
る
10

月
最
後
の
週
末
に
、
信
楽
町
の
窯
元
散

策
路
各
所
で
「
ぶ
ら
り
窯
元
め
ぐ
り
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
「
そ

こ
に
住
ん
で
い
る
人
に
と
っ
て
は
日
常
で

あ
っ
て
も
、
訪
れ
る
人
に
と
っ
て
は
非
日

常
の
発
見
が
あ
る
、‘
日
常
の
中
の
非
日

常
’
を
感
じ
に
訪
れ
て
い
た
だ
き
た
い
」

を
テ
ー
マ
に
掲
げ
て
い
ま
す
。
当
初
4
月

に
開
催
予
定
で
し
た
が
、
震
災
の
影
響
か

ら
順
延
さ
れ
秋
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
企
画
は
長
野
地
区
の
窯
元
18
社

か
ら
な
る
窯
元
散
策
路
の
「
w
a
」
が
企

画
運
営
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
消
費
者

で
あ
る
私
た
ち
が
普
段
見
る
こ
と
の
で
き

な
い
陶
器
作
り
の
現
場
を
見
な
が
ら
町

歩
き
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

私
は
開
催
2
日
目
の
29
日
に
取
材
に

お
伺
い
し
ま
し
た
。
こ
の
日
、

市
の
呼
び
か
け
で
同
時
開
催

さ
れ
た
「
信
楽
焼
再
発
見
ま

ち
歩
き
ツ
ア
ー
」
に
同
行
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
市

内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
参
加

者
が
秋
晴
れ
の
ま
ち
な
か
を

歩
き
ま
し
た
。
同
じ
市
内
で

も
な
か
な
か
信
楽
へ
訪
れ
る

機
会
が
な
い
か
ら
今
回
参
加

し
た
と
い
う
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。
実
際
に
ろ

く
ろ
を
回
す
仕
事
風
景
や
、

陶
器
が
焼
か
れ
る
大
き
な
窯

を
目
の
当
た
り
に
し
、
参
加

者
は
み
な
興
味
津
々
。
初
め

て
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
地
元

の
人
に
と
っ
て
も
自
分
た
ち

の
住
む
地
域
の
再
認
識
と
し
て
い
い
機
会

に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
窯
元
の
み
な
ら
ず
、

信
楽
で
活
動
す
る
団
体
や
住
民
の
協
力

で
運
営
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
イ
ン

フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
は
信
楽
内
に
あ
る
２
つ

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
が
担
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
同
じ
信
楽
町
内
の
黄
瀬
や
朝

宮
か
ら
も
、
お
も
て
な
し
の
店
舗
が
出
店

さ
れ
ま
し
た
。
信
楽
全
体
で
イ
ベ
ン
ト
を

盛
り
上
げ
、
お
客
様
を
迎
え
入
れ
る
、
こ

れ
か
ら
の
信
楽
が
あ
る
べ
き
姿
を
伺
い

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
初
の
試
み
と
し
て
散
策
路
の
ナ

イ
ト
ウ
ォ
ー
ク
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
散
策

路
の
道
沿
い
に
透
光
性
の
器
や
カ
ッ
プ
に

入
れ
ら
れ
た
ろ
う
そ
く
が
置
か
れ
た
り
、

登
り
窯
の
周
り
を
3
0
0
も
の
ろ
う
そ

く
の
光
が
灯
し
た
り
と
、
ま
た
新
た
な
散

策
路
の
表
情
が
浮
か
び
上
が
り
ま
し
た
。

今
回
は
散
策
路
の
一
部
で
し
た
が
、
散
策

路
全
体
を
囲
む
よ
う
に
ろ
う
そ
く
の
光

を
広
め
た
い
、
そ
ん
な
意
気
込
み
も
う
か

が
え
ま
し
た
。
29
日
に
は
ろ
う
そ
く
の
明

か
り
で
灯
さ
れ
た
登
り
窯
を
舞
台
に
、

ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ブ
や
お
酒
の
宴
、
そ
の
お
酒

に
あ
っ
た
料
理
で
も
て
な
す
夜
グ
ー
タ
ン

も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
幅
広
い
世
代
が

集
ま
り
時
間
や
空
間
を
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。

様
々
な
可
能
性
を
見
出
し
た
今
回
の

町
歩
き
、
今
後
ま
だ
ま
だ
散
策
路
は
進

化
を
続
け
、
信
楽
の
魅
力
を
発
信
し
続

け
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
今
回
行
わ
れ
た
町
歩
き
で
す
が
、
信

楽
の
ま
ち
な
か
は
普
段
で
も
訪
れ
る
人

を
歓
迎
し
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
、
物
作
り
の

現
場
を
見
に
信
楽
を
お
と
ず
れ
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

▶
作
陶
の
様
子
を
真
近
で
見
学

◀
登
り
窯
を
バ
ッ
ク
に
行
わ
れ
た
ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ブ

甲賀の薬は県内地場産業生産高ナンバーワン
　滋賀県には9つの地場産業の産地が形成されており、甲賀・日
野地域の製薬産業もそのひとつです。甲賀の薬の歴史は長く、
忍術の極意書「万

ばん
川
せん

集
しゅう

海
かい

」に忍者たちが薬草を育て、独自に加工
し様々な生薬を生み出していたことが記されているほどです。
　甲賀・日野地域を中心とした地場製薬企業の医薬品生産額は
順調に伸びており、平成21年の生産高は312億円でした。その
生産額の80％以上を占める甲賀市は、滋賀県内の地場産業生産
高でトップの位置にあるのです。

連続シリーズ 統計からみる 

甲賀市  なんでもランキング
その６

4,673

5,439

6,949

23,409

甲賀・日野合計31,261
甲賀地域 26,209

0 5,000 10,000 15,000 20,000 25,000 30,000
単位：百万円

主な地場産業生産高

陶器（信楽）

綿織物（高島）

麻織物（湖東）

バルブ（彦根）

医薬品
（甲賀・日野）

総務課  ☎65-0663　Fax63-4561問い合わせ

平成21年滋賀県薬事工業生産動態統計、滋賀バルブ協同組合、湖東繊維工業協同組
合、高島織物工業協同組合、信楽窯業試験場・信楽陶器工業協同組合資料による

182011.12.1平成23年12月1日19 2011.12.1 平成23年12月1日



情報のまど information

▲カワラバッタ（甲賀市・絶滅危機増大種）

▲アジメドジョウ（同・地域種）

R E D L I S T
私たちのくらしとレッドリストの生き物たち � ［ 第４回］
レッドデータブックに掲載される絶滅のおそれがある野生生物の一覧をレッドリストと言います。
私たちの身近な環境と甲賀市のレッドリストに載る生き物の関係について紹介します。

＊詳しくは「甲賀市ホームページ」→トップの［甲賀市史］のバナーからもご覧いただけます

51
甲
賀
の
歴
史
文
化
を
語
る
う
え
で
、仏
教

の
役
割
は
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
紫

香
楽
宮
で
の
聖
武
天
皇
の
大
仏
造
立
の
詔

に
始
ま
り
、平
安
時
代
に
は
天
台
宗
が
浸
透

し
多
く
の
優
れ
た
仏
像
彫
刻
が
今
に
伝
え

ら
れ
ま
す
。
中
世
に
は
浄
土
系
の
信
仰
が

も
た
ら
さ
れ
、近
世
に
は
町
や
村
に
は
洩
れ

る
こ
と
な
く
寺
院
が
整
え
ら
れ
て
い
き
ま

し
た
。

一
方
、原
始
以
来
の
山
岳
信
仰
に
仏
教
や

道
教
な
ど
が
融
合
し
た
民
衆
宗
教
と
さ
れ

る
修
験
道
は
、自
然
と
人
間
の
厳
し
い
交
渉

の
な
か
で
神
や
仏
の
世
界
を
感
得
す
る
も

の
と
し

て
、
近
代

ま
で
大
き

な
影
響
力

を
持
っ
て

き
ま
し

た
。
山
伏

と
行
者

講
、
大
峯

と
吉
野・

熊
野
な
ど

と
い
う
と

イ
メ
ー
ジ

が
湧
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
現
在

も
市
内
各
地
に
行
者
講
が
伝
え
ら
れ
ま
す
。

山
林
修
行
に
よ
っ
て
呪
術
力
を
獲
得
し
、病

気
を
治
し
各
種
の
祈
祷
を
行
う
修
験
道
の

歴
史
の
な
か
で
、全
国
的
に
見
て
も
た
い
へ

ん
大
き
な
力
を
ふ
る
っ
た
の
が
飯
道
山
上

に
あ
っ
た
飯
道
寺
の
修
験
で
し
た
。

明
治
維
新
で
修
験
道
は
い
っ
た
ん
解
体

し
、飯
道
寺
も
廃
寺
と
な
り
ま
す
が
、か
つ

て
そ
の
活
動
は
全
国
に
広
ま
り
、こ
れ
が
近

代
以
降
の「
甲
賀
の
売
薬
」の
ル
ー
ツ
に
な

っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、そ
の
足
跡
は
お
お

い
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

甲
賀
市
史
第
２
巻「
甲
賀
衆
の
中
世
」で

は
、飯
道
寺
修
験
の
成
立
か
ら
発
展
ま
で
を

詳
し
く
解
説
し
て
い
ま
す
。

◎
第
２
巻「
甲
賀
衆
の
中
世
」ご
予
約
受
付
中

〈
１
月
31
日
ま
で
〉

◎
既
刊
好
評
販
売
中

【
販
売
場
所
】　
〈
水
口
町
〉ブ
ッ
ク
シ
ョ
ッ
プ

ヤ
マ
カ
ワ・山
田
書
店・TSU

TAYA

さ
ん
ぽ

う
ど
ー・
水
口
歴
史
民
俗
資
料
館〈
土
山
町
〉

ウ
エ
ノ・道
の
駅
あ
い
の
土
山・新
名
神
土
山

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
案
内
所・
土
山
歴
史
民
俗

資
料
館〈
甲
賀
町
〉か
ふ
か
生
涯
学
習
館〈
甲

南
町
〉ウ
イ
ン
グ
甲
南
店・
市
史
編
さ
ん
室

〈
信
楽
町
〉大
宝
堂
谷
川
書
店・
信
楽
伝
統
産

業
会
館・信
楽
中
央
公
民
館

―
飯
道
山
の
修し
ゅ
験げ
ん
道ど
う
―

問
い
合
わ
せ

　
歴
史
文
化
財
課　
市
史
編
さ
ん
室

　
☎
８
６
‐
８
０
７
５　
Fax
８
６
‐
８
２
１
６

　この秋、大雨が降って、野洲川の流れや河原の様子が大きく変わりまし
た。古くから、川はこうした変化を繰り返してきたのです。
　実は、この変化を繰り返す自然が、川に特有の生き物を育てます。例え
ばカワラバッタは、石ころがゴロゴロ転がり、草がほとんど生えない河原
にすみます。またアジメドジョウは、川底に同じ様に石ころが転がり、石
のすき間が沢山ある川にすみます。どちらも、毎年、石ころが転がる程の
洪水があって、すみ場所ができる生き物です。そのため、人間が川の変化
する力を抑えた昨今、こうした生き物が急に減少しています。
　水量が安定して、石が全く動かない河
川では、砂や泥がたまり、石の表面の藻類
を食べるアユもすみません。河原も草だ
らけです。こうした川は、水が濁り、清流
の面影は消えてゆきます。

川の環境とレッドリストの生き物

みなくち子どもの森自然館
☎63-6712　Fax63-0466

問い合わせ

1 月
日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

2013年

催　し

ピースフルコンサート
●日時／12月4日（日）　12時30分
開場　13時開演
●場所／信楽中央公民館大集会室
●内容／ギター・ピアノによるアコー
スティックコンサート
●出演者／ハミングバード・Cain 2/2
※申込不要、入場無料
問／信楽中央公民館

82-8075 ／Fax 82-2463

　  募　集

脂肪燃焼教室参加者募集
●日時／1月10日～2月14日　毎週
火曜日、全6回、20時～21時
●場所／甲南B＆G海洋センター
トレーニングハウス
●内容／トレーニング機器を使って運
動メニューを提供します。（定員8名）
●申込締切／12月25日（日）（定員に
なり次第締切）
●参加料／1,200円
問・申／甲南 B ＆ G 海洋センター

86-6971 ／Fax 86-6984

臨時職員（保育士・幼稚園
教諭）募集
●資格／保育士又は幼稚園教諭免許
を有する者
●年齢／不問
●雇用期間／平成24年4月1日～9月
30日（6か月の更新あり）
●勤務地／市内保育園・幼稚園・子育
て支援センター
●勤務時間／8時30分～17時15分

（実働7時間45分）
＊月～金の週38時間45分、但し、週
休日勤務の場合は、平日と振替
●給与／月額165,000円

　但し、3歳以上児のクラス担任につ
いては、月額171,500円（※社会保
険加入）
●募集人員／各園数名程度
●申込期間／12月1日（木）～22日

（木）
●面接／平成24年1月中旬頃（面接
日時は、受付時に指定）
問・申／職員課

65-0669 ／Fax 63-4561
甲賀職業安定所

62-0651 ／Fax 63-1825

市営住宅入居者募集
●募集期間／12月1日（木）～9日（金）
　募集案内や申込書等は、12月1日
から住宅建築課で配付します。
　また、甲賀市ホームページでもご覧
いただけます。
問／住宅建築課　公営住宅係

65-0609 ／Fax 63-4601

サントピア水口　勤労青少年
ホーム  冬の教室 受講生募集
◎英会話教室
●日時／1月11日（水）～3月7日（水）
全9回　19時～21時
●定員／10名
●受講費／2,400円
◎エアロビクス教室
●日時／1月12日（木）～3月15日（水）

（3／8は休み）全9回　19時～21時
●定員／30名
●受講費／2,700円（勤労青少年
ホームでスポーツ安全保険加入の方
は1,100円）
◎料理教室
●日時／1月13日（金）～3月9日（金）
全9回　19時～21時
●定員／20名
●受講費／7,000円
◎パワーヨガ教室
●日時／1月13日（金）～3月9日（金）

全9回　20時～21時
●定員／23名
●受講費／1,200円
《以下各教室共通》
◉申込期間／12月8日（木）～22日（木）

（土日は除く。受付時間は9時～21時）
◉申込場所／サントピア水口　勤労
青少年ホーム窓口（電話、代理での申
し込みは不可）
◉対象／4月1日現在で15歳以上35
歳以下の方（中高校生は除く）
申し込みに必要なもの等、詳しくは下
記まで。
問・申／勤労青少年ホーム

63-2952 ／Fax 63-6788

市営駐車場の利用者募集
●受付期間／12月1日（木）～15日

（木）（土・日を除く9時～17時）
●使用開始日／1月1日（日）

〔甲賀駅南駐車場〕3,000円／月
○8区画（うち軽自動車2区画）

〔甲南駅前自動車駐車場〕3,000円／月
○身体障がい者用2区画
※申し込みの際は事前にお問い合わ
せください。（申込者多数の場合は抽
選となります。）
問・申／生活環境課

65-0686 ／Fax 63-4582
〔油日駅前駐車場〕3,000円／月
（直接お問い合わせください）
問・申／油日駅を守る会 88-5879

〔甲南駅前駐輪場〕
自転車1,500円／月　原付1,800円／月

（直接お問い合わせください）
問・申／甲南駅前駐輪場 86-0590

（受付時間／6時15分〜9時15分、
13時〜14時、18時30分〜20時30分）

くすり学習館
親子ものつくり教室参加者募集
第１回　万華鏡づくり
●日時／１２月１７日（土）１０時～
●場所／くすり学習館
●定員／親子２０組（４０人）
●費用／無料
※３月まで毎月１回の４回開催。
問・申／甲南高校（森田）

86-4145 ／Fax 86-4983

水口スポーツの森へ行こう　●12月の催し
甲賀市民スタジアム

4日（日） 滋賀県軟式野球大会甲賀支部（一般軟式）

多目的グラウンド
3日（土）･4日（日） 甲賀市・湖南市中学生サッカー一年生大会（中学サッカー）

202011.12.1平成23年12月1日21 2011.12.1 平成23年12月1日



甲賀市ホームページ
http://www.city.koka.lg.jp/

12 月 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

お知らせ
民間賃貸住宅への家賃補助
受付開始
●募集期間／12月15日（木）～26日（月）
　募集案内や申込書等については、12
月15日から住宅建築課で配付します。
　また、甲賀市ホームページでもご覧
いただけます。
問／住宅建築課　公営住宅係
65-0609 ／Fax 63-4601

家屋を取り壊したときは
家屋滅失申請書の提出を
　平成24年度の家屋に対する固定資
産税は、平成24年1月1日に存在する
家屋に課税します。そこで平成23年
中に家屋を取り壊された場合（予定さ
れている場合を含みます）には、12月
26日（月）までに「家屋滅失申請書」を
提出してください。「家屋滅失申請書」
の様式は、各地域市民センターまたは
市役所税務課資産税係までお申し出
ください。また、ホームページにも掲
載していますのでご利用ください。
　なお、すでに法務局で家屋滅失の
不動産登記手続きをされた場合には
提出していただく必要はありません。
　ただし、今回「家屋滅失申請書」を提
出いただいても、不動産登記は滅失
されませんのでご注意ください。
問／税務課　資産税係
65-0680 ／Fax 63-4574

催　し

平成２４年（２０１２年）
甲賀市成人式開催
●期日／平成24年1月8日（日）
●会場／あいこうか市民ホール他
●対象／平成3年4月2日～平成4年
4月1日生まれの方
●日程／13時30分～　開場・受付
14時～14時30分　第1部 記念式典
14時45分～15時30分　第2部　記
念イベント　〜新成人のつどい〜　
中学校区域対抗クイズ大会
16時30分～　第3部　地元に集ま
れ！若人よ☆
※第3部は次の時間（開会）・会場で開

催します。
水口　16時15分～17時30分
	 水口社会福祉センター
城山　16時15分～17時30分
	 碧水ホール
土山　17時～19時
	 土山開発センター
甲賀　16時30分～18時
	 かふか生涯学習館
甲南　17時～19時
	 忍の里プララ
信楽　17時15分～19時
	 信楽中央公民館
●その他／
・参加対象の方へ個別に招待状は送
付しませんが、対象の方であればどな
たでも参加できます。（市内在住の有
無を問いません）
・当日は、駐車スペースの不足が予想
されますので、公共交通機関をご利用
ください。
・本人以外の入場はできませんので
ご了承ください。ただし、付き添いが
必要な場合は、事前にご連絡をお願い
します。
問／社会教育課　青少年育成係
86-8022 ／Fax 86-8380

☆夜空旅人（天体観望会）☆
「皆既月食のおはなし」
～今晩は皆既月食が見られます～
●日時／12月10日（土）19時30分
～21時30分
●場所／かふか生涯学習館
●内容／天体のお話、月、木星、冬の
星座などの観望
●申込方法／電話にて下記まで
●申込締切／12月9日（金）先着20名
※天候・人数等により中止する場合が
あります。
申・問／かふか生涯学習館
88-4100 ／Fax 88-5055

市民活動支援補助対象事業
げなげな市
●日時／12月4日（日）10時～15時頃
まで
●場所／信楽町　新宮神社境内と参道
●入場／無料
●小雨決行

※�げなげな市は毎月第１日曜日に開
催している手作り市です。

※�1月と2月のげなげな市はお休みさ
せて頂きます。

出店者随時募集
1ブース1,000円（協力金込み）

（バザー用品やリサイクル用品販売は不可）
問／信楽 GIP げなげな市実行委員
82-0016 ／Fax 82-2814

小学生のための国際理解講座
世界まなびじゅく2011
第２回　平和ってなんだろう
●日時／12月11日（日）10時～12時
●場所／碧水ホール　練習室
●対象／小学生と保護者（3年生以下
は保護者同伴・4年生以上は子供単独
可、保護者は無料）
●参加費／甲賀市国際交流協会会員
300円　非会員500円
●持ち物／筆記用具・まなびじゅく名
札（ある人）
●定員／20組
●申込締切／12月6日（火）
問・申／甲賀市国際交流協会
63-8728

びわ湖ホール声楽アンサンブル地域協働公演
びわ湖ホール声楽アンサン
ブルと共に歌おうクリスマス
ソングコンサート
●日時／12月25日(日)　14時開演
13時30分開場
●会場／忍の里･プララ甲南情報交
流センター
●出演／びわ湖ホール声楽アンサンブ
ル(指揮：本山秀毅／ピアノ：松田千夏)
甲賀市少年少女合唱団／甲南女声合
唱団すずらん
●入場料／《前売》一般 1,000円
高校生以下と65歳以上 500円

《当日》一般 1,200円　高校生以下
65歳以上 700円
●チケット販売所／忍の里・プララ、あい
こうか市民ホール、あいの土山文化ホー
ル、アルプラザ水口くらしのサービスセ
ンター、びわ湖ホールチケットセンター
問／忍の里 ･ プララ甲南情報交流セ
ンター
86-1046 ／Fax 86-8119
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編 集 後 記

このコーナーでは市内の保育園、幼稚園、小中学校の
児童・生徒が描いた絵を順次紹介していきます。

甲南庁舎　
甲賀市甲南町野田８１０番地
【上下水道部】
　 ０７４８－８６－８０００　　 ０７４８－８６－８０３２
【教育委員会】
　 ０７４８－８６－８００２　　 ０７４８－８６－８３８０
市民窓口センター　
甲賀市水口町水口６０５３番地
　 ０７４８－６２－１６２１　 　   ０７４８－６３－４０８６
土山地域市民センター　
甲賀市土山町北土山１７１５番地
　 ０７４８－６６－１１０１　　    ０７４８－６６－１５６４
甲賀大原地域市民センター　
甲賀市甲賀町相模１７３番地１
　０７４８－８８－４１０１　　   ０７４８－８８－３１０４
甲南第一地域市民センター　
甲賀市甲南町野田８１０番地
　 ０７４８－８６－４１６１　 　   ０７４８－８６－８０２９
信楽地域市民センター　
甲賀市信楽町長野１２０３番地
　 ０７４８－８２－１１２１　　    ０７４８－８２－３４１５

甲賀市役所　
〒５２８-８５０２  甲賀市水口町水口６０５３番地
　 ０７４８－６５－０６５０　　 ０７４８－６３－４５５４

※上記４つの地域市民センターは、旧支所の地域
市民センターで、従来の支所機能を有します。

『広報あいこうか』の名称は市民憲章のそれぞ
れの頭文字を並べてできる「あい　こうか」か
ら名付けています。市民憲章とともに皆さんに
親しまれる広報誌をめざします。

編集 ・発行

Fax☎

Fax☎

Fax☎

Fax☎

Fax☎

Fax☎

Fax☎

Fax☎

「広報あいこうか」がホームページでも
ご覧いただけます！

甲賀市ホームページ　
http://www.city.koka.lg.jp/
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厳島神社

サーカスの白い馬

ようちえんに
おうまさんがきたよ

　１１月１１日、県下一斉の「交通死亡事故撲滅作戦街頭啓発」があり、
当市ではＪＲ貴生川駅で行われました。啓発には中嶋市長、交通安全
協会、安全運転管理者協会役員、警察関係者が参加し、市民に交通安
全を呼びかけました。
　年末を控え、何かと気ぜわしくなるこの時期、交通事故の危険性も
高まります。特に日の暮れが早まりますので、車の運転では早めのラ
イト点灯を、自転車、歩行者の方は夕暮れ時には反射材の活用や、明
るい色の服装で外出するなど安全対策をお願いします。時間にゆとり
を持って、スピードを控え、交通ルールを守り、交通事故ゼロで新し
い年を迎えたいものです。 た

総数
男
女
世帯数

（＋17）

46,762人
47,608人

32,787世帯

（＋21）

（－4）

（＋40）

94,370人
※（　）内は前月比 Ｈ23．10．31現在

甲 賀 市 の 人 口 の 推 移
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